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プロローグ　夜明けの訪問者







　とある日の朝。

　空そら太たが目を覚ますと、下着姿の少女がそこにいた。




「おはようございます。マイマスター」




　飾かざり気けのないシンプルな下着を着けたその少女は、空太と目が合うなり冷静に挨あい拶さつをする。

「……えーっと。誰だれ？」

　尋たずねたいことは山ほどあったが、真っ先に口から出たのはそんな言葉であった。

　美しい金色の髪かみを持つその少女は、空太にとって全く見覚えのない人物であった。

「申もうし遅おくれました。ワタシの名はルミナス。魔ま術じゆつ省しようより派は遣けんされた空太さま専用の愛あい玩がん具ぐです。諸もろ々もろの事情によりワタシは、これからマスターと一つ屋根の下で生活を送ることになりました」

「…………」

　空太は目をゴシゴシと擦こすって、今見ている光景が夢でないことを確かく認にんする。

「ちょっと待ってくれ。諸々の事情って……。色々とツッコミを入れたいことはあるんだけど……初対面でいきなり一いつ緒しよに生活したいとか言われても困るんだけど!?」

「スィ。当然そう言われることは予想していました。そこでマスターに提案があります。ワタシと取引をしませんか」

「……取引？」

「はい。当然タダで置いて欲ほしいとは言いません。ワタシは今後、マスターの命令を無条件で全すべて聞き入れる従順な奴ど隷れいとして、絶対にマスターの御お役やくに立ってみせると誓ちかいます。炊すい事じ洗せん濯たくから性処理に至るまでワタシはいかなる任務においても、マスターに満足を与あたえることを保証します」

「…………」




（ダメだ。さっきから全く会話が噛かみ合あっていない）




　自分もあまり人のことを言えた義理ではないのだが――。

　初対面の男に向かって「奴隷として傍そばに置いて欲しい」という言葉が出てくる辺り、眼前の少女は何処どこか常識が欠落しているとしか思えなかった。

「悪いけど、キミの要望は受け入れられない。とりあえず服を着ようか。色々と聞きたいことはあるけど詳くわしい話はそれからということで」

　やんわりと断りを入れるもルミナスの表情は平然としたものであった。

「……推測。マスターの返事は思春期の男子高校生が時折見せる『照れ』、であると認にん識しきします」

「――――ッ!?」

　そこでルミナスは空太の体を、半ば強ごう引いんに押おし倒たおす。

　何かを言い返したい気持ちに駆かられるが、頭の中が真っ白になった空太は上う手まく言葉を紡つむぐことが出来ないでいた。

　吐と息いきが触ふれるほど顔が近い。

　下着姿の美少女に押し倒されても、冷静でいられるほど空太の性欲は枯かれていなかった。




「マスターはそこで楽にしていて下さい。きっと直すぐに良くなりますから」




　ルミナスはそう前置きして空太の寝ね間ま着きを脱ぬがして行く。

（……一体どうしてこんなことになったのだろう）

　自身の体に馬乗りになった美少女を見上げながら――。

　空太は此こ処こに至るまでの過程を回想することにした。







第一話　引ひつ越こしの準備







「男だん子し寮りようが完成したぞ」

　とある休日のこと。

　演えん武ぶ学園１年Ａクラスの担当教きよう諭ゆである沖おき浦うら静しず流るは、空そら太たの部屋を訪おとずれてそう告げた。

　空太は今現在。

　炎ほのお領域ドメインを司つかさどる七星騎き士しの一人であるフェリシア・フォン・フランベルクと同じ部屋で生せい活かつしていた。

　空太としてはフェリシアとの二人暮らしに対して何も不満はなかったのだが――。

　あくまで男女が同室にて二人で生活するのは特例であり、男子寮が用意されるまでの一時的な措そ置ちという取り決めであったのだ。

　天空都市に生活の拠きよ点てんを移してからというもの感覚が麻ま痺ひしている面もあるのだが――。

　一人の男子生徒が、女子生徒たちに囲まれて寮生活を送るのは非常識であるというのが学園側の判断であった。

「男子寮が完成したからにはキミたちの同居を認めることはできない」

　結局、静流の放ったこの一言が決め手になり――。

　空太は引越しの決意をするのであった。




「あー。良かった。ようやくこれで広々と部屋を使えることを思うとせいせいするわ！」




　着々と荷物をまとめて引越しの準備を整える空太に向かって、フェリシアは独り言のように呟つぶやいた。

　言葉とは裏腹に――。

　空太のことを見つめるフェリシアの眼まな差ざしは、名残なごり惜おしそうなものであった。

「うーん。なんか悲しいな」

「悲しい？　どうしてよ」

「俺おれとしてはフェリシアと離はなれて生活をするのは、スゲー寂さびしいと思っていたんだけど。そう思っていたのは俺だけだったのかなって」

　正直に思っていたことを告げるとフェリシアの頬ほおは熱を帯びて赤くなる。




「か、勘かん違ちがいしないでよね！　アタシだって気持ちは同じよ！　ううん。むしろ空太が思っているより百倍はアタシの方が寂しいと思っているんだからっ！」




「そうか。ありがとな。フェリシア」

　なら最初から寂しいと言えば良いだろうというツッコミは野や暮ぼというものだろう。

　フェリシアが自分に素す直なおになれない性格であることは、短い同居生活の中で把は握あくしていることであった。




「名残惜しいな。このカーテンともお別れか」




　一通り荷物をまとめた空太は、部屋の中央に備え付けられたカーテンを取り外しながらも感かん慨がい深ぶかい想おもいを抱いだいていた。

　このカーテンは互たがいのプライバシーを尊重するという名目の下、フェリシアが学園から拝借したものである。

　けれども。

　実際その効果は怪あやしいものであり、よくよく目を凝こらすと着き替がえている最中のフェリシアの姿が透すけて見えたりもした。

　空太はそういった無防備な同居人の姿を目にする度たびに、夜な夜な寝ね付つけない事態に陥おちいったりしたのだが――。

　今となってはそれも良い想い出でである。




「空太。男子寮に引越しをするにあたって一つだけ約束してくれないかしら」




　天てん井じように付けられたカーテンを取り外そうとする空太に向かってフェリシアは言葉をかける。

　視線を伏ふせながらモジモジと指を絡からませたフェリシアは、何処か照てれ臭くさそうな様子であった。

「アタシが見ていないからって、その……他の女の子を自分の部屋に連れ込んで学園の風紀を乱すようなことだけはしないでね？」

「ああ。そんなことか。大だい丈じよう夫ぶだ。任せておけ」

　自分が不特定多数の女性から好意を抱かれているという自覚がない空太にとって、フェリシアとの約束は何処か他人ひと事ごとのようにすら思えるものであった。

「本当に!?　もし約束を破ったら、その身を地じ獄ごくの業ごう火かに焼かれても構わないって約束できる？」

「……ちょっとそこまでは保証できないけど心配するなって」

「分かったわ。アタシは空太のことを信じているからね！」

　空太からの言げん質ちを取ったフェリシアはホッと胸を撫なで下おろす。

　けれども。

　このとき空太は知らなかった。

　フェリシアと交かわした約束が僅わずか一日の内に破られることになることを――。





×　×　×






「空太！　貴方あなた……アタシの部屋に石せつ鹸けんを忘れていたでしょ。届けに来てあげたわよ！」

　突とつ如じよとして現れた金きん髪ぱつの少女ルミナスにより、空太の貞てい操そうが奪うばわれようとする直前。

　部屋の中に聞き覚えのある声が響ひびく。

　ガチャリ、と。

　ドアノブを捻ひねる音。

　フェリシアが男子寮の部屋に足を踏ふみ入いれたのは、ルミナスが空太の下着を脱がそうとしているタイミングであった。




「そーらーたー」




　フェリシアはショックのあまり手にしたバッグを力なく落とす。

　彼かの女じよの全身は、メラメラと燃え盛る怒いかりの炎に包まれていた。

　断じてそれは比ひ喩ゆでなく、炎領域の魔術基盤コア・メソツドを身に付けたフェリシアの周囲にはリアルな炎が発現していた。

「うおおおお！　俺の新居が焼やけ焦こげている!?」

「……ゴチャゴチャと煩うるさいわよ。まさか……まさか……実を言うとそんなに期待はしていなかったのだけど！　流石さすがのアタシも一日もしない内に約束を破られるとは思わなかったわ！　乙女おとめの信しん頼らいを破った罰ばつを味わいなさい！」

　フェリシアはそこで腰こしに差した細剣レイピア型の魔道具レガリアを鞘さやから抜ぬく。

　そして細剣型の魔道具に触れると同時に空太に対する報復として、炎領域の魔術の構築を開始する。




「エマージェンシー。マスターに危害を加えようとする不ふ審しん者しやを発見」




　けれども、その直後。

　フェリシアが手にしていた魔道具は一筋の魔ま力りよく弾だんによって弾はじかれる。

　その魔術の正体が金髪の少女、ルミナスが構築した雷かみなり領域の基本魔術《雷ライトニン球グ・ボール》によるものだと理解するまでにフェリシアは幾いく分ぶんの時間を要した。

　決して油断がなかったというわけではない。

　だがしかし。

　七星騎士の一人であるフェリシアが魔術を構築するスピードは学園屈くつ指しのものである。

　そのフェリシアよりも素す早ばやく魔術を構築して、武器を弾くことは常人には不可能なことである。

「貴方は一体……何者なの？」

　驚おどろきで目を見開きながらもフェリシア。




「ワタシの名前はルミナス。雷領域の七星騎士と呼ばれる者です」




　人形のように感情の起き伏ふくのない表情でルミナスは告げる。

　このような顛てん末まつがフェリシア・冬ふゆ華かに続く三人目の七星騎士――。

　ルミナスと空太のファーストコンタクトであった。





×　×　×






　それから。

　空太は今日あった出来事を相談しに担任の教師である沖浦静流の下を訪れていた。




「そうか。こんなにも早く魔術省の手の者がキミの前に現れるとはな……」




　職務室のビジネスチェアに座すわりながらも神しん妙みような面おも持もちで静流は呟く。

　事前にこうなる事態を想定していたのか、その口調は落おち着つき払はらった様子であった。

「……雷領域の七星騎士。彼女は一体何者なのでしょうか？」

「ふむ。説明しなければならないことは山ほどあるが、まずは彼女の素す性じようについて語らなければなるまいな。結論から言うと雷領域の七星騎士、ルミナスは魔術省が開発した人工生命体。戦せん闘とう用ようのアンドロイドということになる」
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「……!?」

　何処か浮うき世よ離ばなれした少女だとは思ってはいたが、ルミナスが人じん為い的てきに作られた生命体であるとは空太にとっても予想外であった。

「アンドロイドって。そんなものが倫りん理り的てきに許されているんですか!?」

　尋ねたいことは山ほどあったが、真っ先に口から出たのはそんな言葉であった。

「当然、一いつ般ぱん的てきには認められていない。魔術基盤を体内に埋うめ込むことすら禁止しているこの国がアンドロイドなど許すはずがないだろう」

「……しかし、それでは矛む盾じゆんしませんか？」

「別に矛盾はしない。魔術に関する法を定めているのは魔術省だからね。彼かれらが白と言ったら黒いものも白くなるのさ。禍か鬼きの脅きよう威いから市民を守るためという大義名分があるなら彼らはどんなことでもするさ」

「…………」

　この国の安全を担になう魔術省という組織だが、彼らは決してクリーンな存在ではない。

　オクタヴィアに居住してからの空太は、魔術省という組織の実態を薄うす々うすと感じ取っていた。

「どうしてそのアンドロイドが俺の部屋に上がり込んできたのでしょうか？」




「簡単なことだよ。魔術省の人間たちが何処かでキミの能力《神聖剣アークブレイド》について嗅かぎつけてきたのだろう」




「つまりは……監かん視し役やくということですか？」

「ご名答。そういう事情がある以上は、こちらとしても彼女を追い返すことはできないな。何とか疑いが晴れるまで我が慢まんをしてくれ」

　静流の言葉を受けた空太は眉まゆをひそめる。

「……あの。ちなみにそれってかなりマズイことなのでは？」

　神聖剣に関する情報を他人に口外してはならないということは、以前に静流から忠告を受けていた。

　何な故ぜならば――。

　神聖剣とは既き存そんの《炎》・《水》・《風》・《雷》・《転移》・《重力》・《時空》という七種類の魔術領域のどれにも当てはまらないイレギュラーなものであり――。

　この能力が明るみに出ることになれば、全世界の魔術研究機関、及および反社会勢力がその能力を自らのものにしようと奔ほん走そうを始めることになるからである。

「キミの察している通りだよ。もし仮に皐さつき羽ばの能力が魔術省の人間に知られることになれば、普ふ通つうに学園生活を送るどころかキミは今後一いつ切さい、人間らしい生活を送ることができなくなるだろうな」

「…………」

　このとき静流は、説明を省いたのだが――。

　空太の能力が明るみになるような事態は、学園側としても是ぜが非ひでも避さけなければならないことであった。

　何故ならば――。

　仮に空太の《神聖剣》の能力が魔術省の人間に気付かれることになれば、組織に対する報告義務を怠おこたったとして学園側が制裁を受ける可能性があるからだ。

「状じよう況きようは決して良いとは言えないが、監視役を付ける、という曖あい昧まいな行動は裏を返せば向こうも決定的な証しよう拠こを掴つかんでいないということなのだろう。魔術省とオクタヴィアの間には複雑な因縁と対立構造がある。そういった背景がある以上……向こうも強引にキミのことを攫さらうような真ま似ねはできないだろう。そこは安心したまえ」

「えーっと……俺は一体どうすれば？」




「……自身の身が惜おしくば、今後は絶対に神聖剣を使うな。私から言えることはそれだけだな」




　何い時つになく厳しい口調で忠告する静流。

　静流の表情からは空太が思っている以上に、状況が切せつ迫ぱくしたものであるということを読み取ることができた。

　自身の置かれている深刻な状況を理解した空太は、頭を悩なやませるのであった。





×　×　×






「「「「「「おかえりなさいませ。マイマスター」」」」」」

　それから三十分後。

　寮りように戻もどった空太を出で迎むかえたのは、六人のルミナスたちであった。

　テーブルの上には目玉焼き・トースト・ホットコーヒーなどの朝食が並べられており――。

　以前まであったはずの部屋の荷物は綺き麗れいサッパリ片づけられた状態であった。

　同じ顔をした人間が、同じ服を着て、同じような言葉を口にするという展開を目まの当あたりにして空太は愕がく然ぜんとしていた。




「えーっと。その。なんだ。どうしてお前ら増えているの？」




　空太の言葉は普通の人生を送っていれば、生しよう涯がい口にすることのないものであった。

「マスター。増えたという表現には誤りがあります。ワタシたちルミナスは、元々五千以上の個体が存在しており、五千以上の『ワタシ』を総そう称しようして『ルミナス』と呼んでいますから」

「…………」

　さもそれが当然のことであるかのように言ってのけるルミナス。

　身体機能、生せい殖しよく能力などの基本的な部分は、通常の人間と変わらないルミナスであるが――。

　アンドロイドとして生み出された経けい緯いを有する彼女たちは、一いつ般ぱん常識が欠けつ如じよしている部分があった。

　けれども。

　目の前の非現実的な光景をすんなりと受け入れられるほど空太は冷静ではない。

「それで……誰が本物のルミナスなんだ？」

「ワタシたち全員がルミナスですが？」

「ああ。違ちがう！　そうじゃなくてっ！」

　ワシワシと髪の毛けを掻かきむしりながらも空太は続ける。

「俺と初めて話をしたルミナスは誰なんだ？」

「それはワタシです」

　六人のルミナスの中の一人が空太の前に一歩出る。

　空太はルミナスたちの頭の上から爪つま先さきまで眺ながめ回まわすが、彼女たちの間にはこれと言った外見的な違いを見み出いだすことが出来なかった。

「すまん。今のところ見分けが付きそうにない。というか全員がルミナスって……。色々と不便なことが多くないか？」

「いいえ。けれども、マスターが不都合に思うようでしたら今後は、ワタシのことは識別番号でお呼びください」

　ルミナスは胸むな元もとに付けられたネームプレートを手に取った。

　ネームプレートには、飾り気のないフォントで『識別番号１９１９番』とだけ書かれていた。

「１９１９番。それが初めて俺と話をしたルミナスか」

「その通りです。付け加えて説明しますとこの場にいるワタシたちの中で、戦闘用に作られた個体は１９１９番のみになります。他の個体は１９１９番のサポートを行うために製造されたものです」

「……なるほど。それは分かった。けれども、お前たちのことを識別番号で呼ぶようなことはできないよ。第一にそれは名前とは言えない」

　空太が告げると１９１９番は頭の上に疑ぎ問もん符ふを浮うかべる。




「？　名前とは個人を識別するための概がい念ねんです。それならワタシの名前は１９１９番で十分なのではないでしょうか？」




「…………」

　空太はルミナスとの価値観の違いにショックを受けていた。

　しかし、それも無理のない話である。

　魔術省によって作られた戦闘兵器であるルミナスたちは、戦闘に不要な感情が極力入らないように教育を受けていた。

　彼女たちは個に固こ執しつしない。

　何故ならば、個性・自じ我がという概念は戦闘にとって不要なものであるからだ。




「それで、どうして家事なんてしたんだ？」




　他のことに気を取られて、すっかり忘れていたのだが――。

　空太の部屋の中には家事を行った形けい跡せきが散見された。

「はい。それはマスターに対して奉ほう仕しする必要があると考えたからです。世の中の人間関係は全てギブ＆テイクで成り立っています。マスターと一緒に生活させて頂く以上、ワタシから何かギブするものが必要であると判断しました」

「……なるほど。そういうことか」

　つまるところ、彼女の善意には監視役として自分を近くに置いてもらおうという狙ねらいがあるのだろう。

　思い返せば、最初に「奴隷として傍に置いて欲しい」という発言をしたのもルミナスが言うところの『ギブ＆テイク』の関係を築くためだったのかもしれない。

「気持ちは嬉うれしいけど、地上にいた頃ころから家事は一人でやって来たんだ。明日からは自分でやるから大丈夫だ」




「スィ。マスターがそう言うのでしたら了りよう解かいしました」




　一切の感情が読み取れない機械的な声こわ音ねで１９１９番は返事をする。

（おそらく……根は悪い子ではないと思うんだけど）

　これから神聖剣の能力に関する疑いが晴れるまでの期間――。

　目の前にいる少女たちと共に生活しなければならないことを考えると、胃の辺りがチクチクと痛むのであった。







第二話　天空都市の日常







「お兄さま。久しぶりに愛あい海りと剣の稽けい古こにでも行きませんか？　出来ればその……二人きりで！」

　翌朝。

　愛海のそんな一声で空そら太たは早朝の訓練に励はげんでいた。

　天空都市の第二区画に作られた人工林の中を空太たち兄きよう妹だいが駆け抜ける。

　二人にとっては、このペースでも本格的な稽古を行う前のウォーミングアップであるのだが――。

　そのスピードは傍から見ると人間の限界を超ちよう越えつした規格外のものであった。

「ところで。お兄さま。一つお伺うかがいしたいことがあるのですが、よろしいでしょうか？」

「ん。どうした急に」




「先さき程ほどから愛海たちの後ろを付けてくる金髪の娘むすめさんは誰なのでしょうか？」




　ニッコリと微笑ほほえむ愛海だがその声音は、何処かトゲの含ふくまれたものであった。

「……知らん。というよりそれは俺が一番聞きたいんだけどな」

　空太にとってその言葉は嘘うそ偽いつわりのない本音であった。

　ルミナスについて空太が知っている情報は少ない。

　分かっているのは彼女が雷領域ドメインの七星騎士と呼ばれる存在であり、魔術省の手によって作られたアンドロイドということくらいである。

「見たところ随ずい分ぶんと可愛かわいらしい娘さんみたいですが……。何ですか。お兄さまは、ああいった大人しそうな雰ふん囲い気きの娘さんが好みなのですか？」

「あのな愛海。言っておくけど、俺とアイツはお前が想像しているような関係ではないからな？」

「あはは。嘘です。冗じよう談だんですよ。お兄さまの好みの女性のタイプが、愛海のような甲か斐い甲が斐いしく尽つくすタイプの実妹いもうとだって。それ、一番よく言われてますから」

「うん。お前が何も分かっていないということだけはよく分かったよ」

　そんなやり取りを挟はさみながらも走り続ける。







　それから十分後。

　互いに気を遣つかわず、それぞれのペースでウォーミングアップをするのが空太たち兄妹のルールである。

　元々の体力の差もあり空太と愛海の距きよ離りは、時間を追うごとに離れたものになっていた。

　此処までは普ふ段だん通どおりの兄妹の日常であったのだが――。

　驚くべきは無む尽じん蔵ぞうの体力を見せた１９１９番である。

　１９１９番は、人外レベルと言っても差さし支つかえのないペースで走り続ける空太の後ろにピッタリと張り付いていた。

　彼女の走りは地面を滑すべるようになめらかなものであり、疲ひ労ろうによる呼吸の乱れは一切見られなかった。




「驚いたよ。随分と速く走れるんだな」




　呟くと１９１９番は、空太の横に並んで走るためにペースを上げる。

「……驚いたのはこちらです。ワタシがこの速度で走ることが出来るのは、ワタシの体に備え付けられた肉体強化機材のおかげです。

　けれども、マスターはワタシと違って完全に生身の人間です。これほどの体力を付けるには幼少期よりマスターが、命を擦り減らすような過か酷こくな訓練を積み重ねてきたからだと推測されます」

「命を擦り減らしたかは置いておくとして……小さい頃から訓練を積んできたのは確かだな」

　空太の言葉を受けた金髪の少女は怪け訝げんな表情を浮かべる。

「どうしてマスターは訓練を続けるのでしょうか？」

「んー。特に理由とかを深く考えたことはなかったな。逆に聞きたいんだが。どうしてそんなことを俺に聞くんだ？」

　尋ねると、１９１９番は自らの思いの丈たけを淡たん々たんと語り始める。

「此処に来る前からワタシは不思議に思っていたのです。マスターの貧弱な魔ま力りよくはどう考えても戦闘には不向きです。

　空装騎士を目指すのは無む謀ぼうな選せん択たくというものでしょう。自身の適性にあった職に従事した方が良いのではないでしょうか？」

「……おいおい。随分とストレートな物言いをするんだな」

「申し訳ありません。けれども、ワタシの言葉は揺ゆるぎようのない事実です」

「…………」

　１９１９番の口調は、自分が間ま違ちがっていることなど絶対に有り得ないという雰囲気のものであった。

「なら人間は生まれた瞬しゆん間かんから、決められた職にしか就つけないのか？」

「イェス。それが合理的な選択というものでしょう。少なくともワタシたちはそのように選別されていますから」

　魔ま術じゆつ省しようによって量産された戦闘用アンドロイドであるルミナスだが、個体間でそれぞれ全く同じ製造工程を経へているにもかかわらず――。

　戦闘に関する適性は他の人間と同じようにバラつきがあった。

　神機アーテイフアクトに搭とう乗じようして禍か鬼きと互ご角かくに渡わたり合うほどの魔力を秘ひめたものは、彼女たちの中でも十パーセントに満たない存在とされている。

　残りの九十パーセントの中でも自我の希き薄はくな『従順性』に優すぐれた個体は、サポートタイプとして生き長らえることが許されているが――。

　その他の個体が今何処どこで何をしているのか、それは１９１９番でさえも知らない。




「お前の質問に対する答えが分かったよ。俺が剣けん術じゆつに拘こだわる理由は、自分の運命に抗あらがいたかったからだと思う」




「……運命？　申し訳ありません。どうやらその言葉はワタシの知らないものであるようです。どういった意味の言葉なのでしょうか？」

「んー。運命っていうのは簡単に言っちまえば、生まれる前から神様に決められた未来という感じになるのかな」

「……なるほど。理解しました。ところでその運命に抗うことで、マスターは何かメリットを得るのでしょうか？」

　物事を損得でしか考えることが出来ないルミナスにとって、空太の返答は解げせないものであった。

「さぁな。ただ俺は、一生に一度しかない自分の人生は他の誰だれでもない自分で選びたいって思っただけさ」

「……マスターの考えていることはよく分かりません」

　空太の答えに対して、金髪の少女は無表情のまま呟くのであった。





×　×　×






　朝の剣術の稽古を済ませた空太は、より実じつ践せん的てきな戦闘訓練を行うために演えん武ぶ学園を訪れていた。

　演武学園ではヤル気のある生徒たちの更さらなる実力向上を目的として、休日は予約制で神機の訓練施し設せつを開放していた。

　ここ最近は冬ふゆ華かと二人で神機の搭乗トレーニングを行うのが、休日の主な過ごし方になっていた。

　ドーム状に設計された屋内の中を空太の専用機《閃煌エスペランザ》が縦じゆう横おう無む尽じんに翔かけ回る。

　空太がこの日、行っている訓練は《仮想空戦》と呼ばれる禍鬼の討とう伐ばつ訓練であった。

　以前まで頻ひん繁ぱんに行っていた輪潜りフーピングが神機の基き礎そ訓練という位置付けであるのに対して、こちらはより実戦に近いものである。

　仮想空戦は一定時間毎ごとに投とう影えいされるホログラムの禍鬼をどれだけ短い時間で討伐できるかを競きそうという趣しゆ旨しのものであり――。

　この訓練を始めることは、神機の搭乗に関する基礎技術をマスターしたということを意味していた。

　空太は無制限に湧わき出だす禍鬼のホログラムを見つけては、手のした大おお太た刀ちでそれを斬きり付つける。




「ほら。空太！　ペースが遅おくれてきたわよ！」




　空太の動きに時折アドバイスを送りながらも冬華はソワソワしていた。

　冬華の手に握にぎり締しめられていたのは、オクタヴィアに新設された飲食店であるフレンチレストランの無料招待券である。

　冬華は焦あせっていた。

　静しず流るから神機のコーチという空太と接する絶好の機会を引ひき継ついだまでは良かったものの――。

　空太との関係にはこれと言って変化は見られない。

　このまま何もしなければ、空太の気持ちが別の女性に傾かたむいてしまうのではないかと考えていたのである。

　天空都市オクタヴィアに生活の拠点を移してから冬華は痛感していた。

　空太に好意を抱いている恋こいのライバルは、そこかしこに存在している。

　身近なところではフェリシアや愛海がそれに当たるが、他の女生徒たちに対しても気が抜けない。

　それもそのはず――。

　演武学園は中高合わせて総勢三千人の生徒が在ざい籍せきしているが、現時点で男子生徒は空太只ただ一人である。

　三千人がライバルと言っても良いこの状況の前では、『幼おさな馴な染じみ』というアドバンテージなど何の気休めにもならないのであった。





×　×　×






　訓練の終しゆう了りよう後ご。

「ねえ。空太。今日なのだけど……少し時間あるかしら？」

　考えてみれば自分から男性をデートに誘さそうというのは初めての経験かもしれない。

　冬華は持てる勇気の全すべてを振ふり絞しぼって空太に声をかけることにした。

「ん。今からか。この後というと……特に用事はなかったかな」

「やた！」

「……やた？」

「んんっ。ゴホン。今の言葉は無しよ。忘れて頂ちよう戴だい。ところで空太。この後の予定なのだけど――」

　冬華が矢や継つぎ早ばやにデートの約束を取り付けようとしたそのときであった。




「お疲つかれ様さまでした。マイマスター」




　声のした方に目を向ける。

　と、冬華にとっては見覚えのない金髪の少女が立っていた。

「ああ。ルミナスか。何か用か？」

「スィ。本日はマスターのために昼食のお弁当を用意してみました」

　そう言って１９１９番が鞄かばんの中から取り出したのは、シンプルな色合いのランチクロスに包まれた弁当箱であった。

「如何いかがでしょうか？　男子高校生の好みとされる食材を中心にメニューを考えてみたのですが……」

　中を開けると確かにそこにはから揚あげ、生しよう姜が焼やき、などの男子受けしそうなオカズを中心としたメニューが取とり揃そろえられていた。

「いや。だから昨日も言ったけど、そういうことをされても困るんだって」

「スィ。マスターがそう仰おつしやるのでしたら廃はい棄きしますね」

　ルミナスの見返りを求める優やさしさに抵てい抗こうがあった空太は、受け取りを拒きよ否ひしようとしたのだが――。

　一切の躊ちゆう躇ちよなくゴミ箱に向け、弁当箱の中身をぶちまけようとする１９１９番を目の当あたりにして考えを改める。

「あぁ。分かった！　食べる！　食べるから！　俺おれの前でそんな勿もつ体たい無いことをしないでくれ！」

　間かん一いつ髪ぱつのタイミングで弁当の廃棄をキャンセルした空太はホッと胸を撫で下ろす。




「……ルミナス。先に言っておくぞ。俺のことを監かん視ししたいならもっと別の方法を探した方がいい。監視をしたいなら好きなだけやってくれて構わないが、なるべく俺から離はなれたところでやってくれ」




　何時になく厳しい口調で空太は忠告をする。

　空太の指し摘てきを受けた１９１９番は、相変わらず表情が読み取れない様子のままコクリと首を縦に振る。

「えーっと。悪い、冬華。話の途と中ちゆうだったよな。午後の予定の話だったっけ？」

「……ううん。何でもないの。忘れて頂戴」

　咄とつ嗟さに平静を取り繕つくろって返事はしたものの――。

　冬華の内心は腸はらわたが煮にえくり返かえるかのような想おもいであった。




（だ、誰なのよ！　あの娘は!?）




　これでは一週間前から綿密に計画していたランチデートの作戦が台無しである。

　感情的になった冬華はその握あく力りよくで、掌てのひらの中のチケットを米こめ粒つぶのようなサイズにまで圧縮してしまう。

　目の前の少女は何者なのか？

　空太とは一体どのような関係なのか？

　問とい詰つめたい気持ちは大いにある。

　けれども。







[image: ]







　怒りでそのタイミングを逸いつしてしまった冬華が、ルミナスの素性を知るのはもう少し先の話になるのであった。





×　×　×






　それから四時間後。

　此こ処こは、天空都市の中でも多くの商業施設が建設された第三区画のエリアである。

　第三区画の裏通りに位置する場所に、値段が手て頃ごろで演武学園の生徒たち行きつけの穴場の喫きつ茶さ店てんがあった。

　燃えるような紅あか髪がみを持つ少女、フェリシア・フォン・フランベルクはその店で生クリームがたっぷり載った特製のコーヒーフロートを注文していた。

「ごめんね。今日は突とつ然ぜん、呼び出して」

　ドリンクを受け取り、席についたフェリシアは友人に向かって声をかける。




「おう。いいってことよ。シアの頼たのみならオレは二十四時間何処にだって駆かけつけるさ」




　そう言ってカラッとした笑えみを浮かべるショートカットの少女の名前は逢おう坂さか凛りん奈な。

　フェリシアとはクラスメイトにして中学時代から付き合いのある友人である。

「ところで今日は一体どうしたんだよ。シアの方から呼び出すなんて珍めずらしいじゃないか」

　尋たずねると、フェリシアは口をモゴモゴと動かしながらも。




「あのさ。変なことを聞くかもしれないけど、リンナは恋ってしたことある？」




　凛奈が思わず唖あ然ぜんとするような言葉を言い放つ。

「……え？　おいおい。どうしたんだよ急に」

「実はアタシは今、とある男の子に恋をしているんだ」

「…………」

　その言葉が決して冗談でないということは、フェリシアの真しん剣けんな雰囲気から推おし量はかることができた。

　片思いの相手に想いを馳はせるフェリシアの表情は、不思議と何時もより色っぽく見えた。

　その様子を目の当たりにした凛奈は思わずドキドキとしてしまう。




「そ、それで！　その男は一体どんなやつなんだ!?」




　物静かな雰囲気の喫茶店の中に凛奈の声が響ひびき渡る。

　凛奈は生まれてこの方、友人から恋れん愛あい相談を受けた経験がなかった。

　中学に上がり演武学園に入学してから、男性との関わりがまるでなかったからである。

　過去を遡さかのぼったところで物心付いたときから男子に交ざってサッカーボールを蹴け飛とばすのが日常だった凛奈にとって、異性との恋愛はおよそ外国の天気のように関わり合あいのないものであった。

「そうね。流石さすがに名前は教えるわけにはいかないけどイニシャルくらいなら……。アタシが恋している相手の名前は『Ｓ太』くんよ」

「なるほど。Ｓ太か……」

　凛奈は呟つぶやきながらも記き憶おくの中に思い当たるフシを探し始める。




（シアを此処まで夢中にさせるＳ太。一体何者なのだろう……？）




　普通に考えれば、即そく座ざに空太の名前が出てくるのが自然なのだが――。

　超ちようが付くほど鈍どん感かんな凛奈は特定することができずにいた。

「分かった。オレでよければ色々と相談に乗るぜ！　シアの恋愛が上う手まく行くようにオレが全面的にバックアップするよ！」

「本当!?　リンナがそう言ってくれると心強いわ！」

「…………」

　凛奈の手を取って満面の笑えみを見せるフェリシア。

　一方の凛奈は、俯うつむき気ぎ味みに視線を伏ふせながらもフェリシアに悟さとられないよう黒い笑みを浮かべていた。




（……ククク。これでシアがＳ太という男とくっ付けば、沙さ紀きはもっとオレのことを見てくれるに違いない）




　凛奈は小学生の頃からの幼馴染である霧きり崎さき沙紀という少女に恋こい心ごころを寄せていた。

　けれども。

　中学に進学してからの沙紀は、フェリシアにベッタリの様子でなかなか自分のことを見てはくれない。

　凛奈は思う。

　仮に、フェリシアに恋こい人びとが出来るようなことがあれば、沙紀の方もフェリシアから身を引くのではないだろうか？

　沙紀に想いを寄せる凛奈は密かに下心を抱いだくのであった。





×　×　×






　一方そのころ。

　見る者を凍いてつかせるほどのクールな雰囲気の少女、雪ゆき城しろ冬華はフェリシアたちと同じ喫茶店にいた。

　特製のエスプレッソを注文した冬華は、二階席に上がり、待ち合わせの相手が座すわるテーブル席に腰こしを下ろす。

　冬華の注文したエスプレッソには、当然のように砂糖もミルクも入っていない。

　一階席でコーヒーフロートに舌した鼓つづみを打つフェリシアとは対照的である。




「……霧崎さん。休日だというのに唐とう突とつに呼び出してごめんなさい」




「サキサキで良いですよ。いえいえ。冬華ちゃんの方から呼び出してくれるなんて、私はとっても嬉しいです」

　冬華の対面に座る少女の名前は霧崎沙紀。

　大和やまと撫なで子しこ然ぜんとした雰囲気が印象的な黒くろ髪かみの美少女である。

　喫茶店の中で冬華は沙紀に恋愛相談を持もち掛かけていた。

　何な故ぜならば――。

　フェリシアと同様に冬華は、唐突な恋のライバルの出現に焦りを覚えていたからである。

「実は今日は折り入って霧崎さんに相談したいことがあるの」

「……皐さつ羽きばくんのことですか？」

「ゴボォッ！」

　相談を始める前から核かく心しんを突つかれた冬華は、注文したてのエスプレッソを喉のどに詰まらせる。

　超が付くほど他人の心の機き微びに敏びん感かんな沙紀にとっては、冬華の心理を見み抜ぬくことなど容易たやすいことであった。




「了解しました。私でよければ色々と相談に乗りましょう」




「あの……私はまだ何も言っていないのだけれど」

「いえいえ。冬華ちゃんの表情は恋する乙女おとめそのものですから！　言葉にしなくても全て分かりますよ。これから一いつ緒しよに二に人にん三さん脚きやくで皐羽くん攻こう略りやくに乗り出していきましょう！」

「…………」

　強ごう引いんに手を取られた冬華は、困こん惑わくした表情を見せる。

　一方の沙紀は、俯き気味に視線を伏せながらも冬華に悟られないよう黒い笑みを浮かべていた。




（……ふふふ。これで冬華ちゃんが皐羽くんとくっ付けば、絶賛失しつ恋れん中ちゆうのシアちゃんを口説き落とす最大のチャンス到とう来らいです！）




　フェリシアに想いを寄せる沙紀は密かに下心を抱くのであった。





×　×　×






　一方そのころ。

　美しい金色の髪を持つ戦せん闘とう用ようアンドロイド、１９１９番は夕食の買い出しを終えた後、公園のベンチに一人で腰を下ろしていた。




（計画達成率七パーセント。当初の予定より大おお幅はばな遅ち延えんを確かく認にん）




　１９１９番は与あたえられた任務の進しん捗ちよく状じよう況きようが芳かんばしくないことを嘆なげいていた。

　魔術省から１９１９番に与えられた仕事は空太の監かん視し役やくである。

　斗とう真まから受けた情報によると、空太は魔術省すら認にん知ちしていない新種の魔術を有している可能性が極きわめて高いということであった。

　その証しよう拠こを入手して斗真の下に届けるまでが彼かの女じよに与えらた役割である。

　当初は空太のことを遠巻きに監視する計画も視野に入れていたのだが――。

　事前の身辺調査通りに空太は、他者から向けられる悪意の『視線』に対して異常なまでの鋭するどさがあることが判明した。

　そのため。

　１９１９番は事前に用意されていたプランＢとして、空太に近づいて監視任務を遂すい行こうすることになったのである。

　この作戦の鍵かぎを握るのは、どれだけ自分が空太から信しん頼らいを得ることができるかという点であった。

　故ゆえに１９１９番は、空太とギブ＆テイクの関係を築けていないことに対して焦りを覚えていた。




「あ！　ルミナスちゃん。此処にいたんですか。捜さがしたんですよ」




　そんな一声の後に突とつ如じよとしてルミナスの前に一人の少女が現れる。

　彼女の名前は皐羽愛海。

　空太とは血の繋つながった実の妹にして演武学園の中等部に通う生徒である。

「……クエッチョン。貴方あなたは一体どうやって此処に来たのですか？」

　愛海の突然の出現は、感情の希薄な１９１９番にすら動どう揺ようを与えるものであった。

　ルミナスの体内には、敵からの奇き襲しゆうに対応するための魔力感知センサーが標準的に搭とう載さいされている。

　魔力とは生物たちが持つ生命エネルギーとも言いい換かえられる。

　この機能を使うことでルミナスは、半径十メートルの範はん囲い内ないならネズミの一匹ぴきですら取りこぼしなく感知することが可能であった。

　それなのに――。

　目の前の少女はセンサーに何ら感知されることなく現れた。

「まあまあ。そんなこと今はどうだって良いではありませんか。ルミナスちゃんが気にしなくてはならないのは、もっと別のことなのではありませんか？」

「…………」

　そもそもにして。

　皐羽愛海という少女はルミナスにとって謎なぞの多い人物であった。

　今回の監視任務に就くにあたり、ルミナスは空太の周辺にいる人物たちの情報を一通り洗い出したのだが――。

　その中にいても只一人。

　愛海の情報だけは、どんな手段を用いても入手することが出来なかった。




「ルミナスちゃん。ズバリ！　結論から言いましょう。貴方は全く『萌もえ』を理解していません！　貴方の目的を達成するためには、萌えの何たるかを理解することが必要不可欠です！」




「……萌え、とは一体何のことでしょうか」

「ふふふ。その答えを知ったときには、お兄さまはルミナスちゃんにメロメロになっているでしょう。私のアドバイスはきっとルミナスちゃんのお仕事にも役に立つものになると思いますよ」

「…………」

　強引に手を取られたルミナスは、困惑の表情を浮うかべる。

　この少女は一体どうやって自分の仕事に関する情報を手に入れたというのだろう。

　一方の愛海は、俯き気味に視線を伏せながらも１９１９番に悟られないよう黒い笑みを浮かべていた。




（……ぐへへ。これでルミナスちゃんがお兄さまを肉食系男子に変えてくれたら、愛海もそのおこぼれを頂戴できるかもしれません！）




　空太に想いを寄せる愛海は密かに下心を抱くのであった。





×　×　×






「おかえりなさいませ。マイマスター」

　空太が家に帰ると、メイド服を着た１９１９番が玄げん関かんの前に立っていた。

「えーっと。どうした。その格好は？」

　彼女が着ているメイド服は、ニーソックス・ガーターベルト・カチューシャの三種を装着した現代的なものであり――。

　西洋人形のような容姿をしたルミナスとの親和性は抜ばつ群ぐんであった。

「――測定。マスターの心しん拍ぱく数すうに十五パーセントの上じよう昇しようを確認。メイド服には作戦を遂行する上で一定の効果があることを確認」

　データを収集するのに夢中の１９１９番は、空太の質問に気付いていないようであった。




「あ。お兄さま！　お帰りなさいませ！」




　ルミナスの代わりに返事をしたのは妹の愛海である。

　先に風ふ呂ろを浴びたからだろう。

　愛海の髪の毛けはしっとりと湿しめり気けを帯びていた。

　結ゆっている髪を下ろした愛海の雰囲気は、何い時つもと比べて少しだけ大人びて見える。

　タンクトップ＆ショートパンツというラフな格好をした妹の姿には、目のやり場に困るものがあった。

「お前が此処にいるっていうことは……なんとなく状じよう況きようは分かったよ。ルミナスが妙みような格好をしているのは愛海の差し金だな」

「えへへ。そんなところです。ルミナスちゃんはお兄さまに好かれたいみたいなので、愛海はその手助けをした感じです。お兄さまの引ひつ越こし祝いわいも兼かねて、夕食もルミナスちゃんと一緒に作ったのです」

「スィ。愛海さんからは、マスターの好みの食べ物から女性下着に至るまで様々な情報を頂きました」

「…………」

　愛海の言う通りテーブルの上には、既すでに何時もより豪ごう勢せいな夕食が並べられていた。

　その中には空太が地上にいた頃ころによく食べていた好物である山菜を使ったサラダなど物珍しいものもあった。

「マスター。申し訳ありません。昼間はマスターの気分を害するような行いをしてしまいました。ワタシはどうすればマスターが喜んでくれるのか分からず、色々と迷めい走そうしてしまっていたようです」

「ああ。そのことならもういいよ」

「……マスターの考えている通り。ワタシは魔術省からマスターの監視任務を与えられてこの都市にやってきました」

「…………」

　ルミナスの言葉を受けた空太は驚おどろいて食事の手を止める。

　何故ならば――。

　ルミナスが自分の下にやってきたことを『監視任務』であると認める日が来るとは思わなかったからである。

　この情報は静流から事前に耳にしていたものであったが、まさか当事者の口から聞くことになるとは考えもしなかった。

「そこで改めてマスターにお願いがあります。仕事の任期が満まん了りようするまでの期間、ワタシをマスターのお傍そばに置いては頂けないでしょうか？

　ワタシに出来ることは炊すい事じや洗せん濯たくくらいになりますが、お傍にいる間は精せい一いつ杯ぱいマスターの御お役やくに立てるように頑がん張ばります」

「…………」

　空太は暫しばらく無言で押おし黙だまり、今回の提案について考えていた。

　ルミナスはオクタヴィアに赴ふ任にんした当初、空太に対して『取引』を持ち掛けようとしていた。

　その内容は『自分が空太の身の回りの世話を全て引き受ける代わりに、空太の傍で生活することを許可して欲ほしい』というものであったが、この提案は遠回しに断られる結果となった。

「……そっか。そういうことなら分かったよ。ただし家事の分担は俺とお前の半々だ。それでこそ対等だろ」

　悩なやんだ挙句、空太はルミナスの提案を受け入れることにした。

　自分のことを監視するためにやってきたことを公言する少女を近くに置くのは奇き妙みような感覚であるが、どちらにしても神聖剣アークブレイドの能力を使用しなければ問題はないだろう。

「マスター……!?　よろしいのですか？」

　ルミナスの表情は驚きと戸と惑まどいが入り混じったようなものであった。

　このとき空太は、ルミナスと出会ってから初めて彼女の表情に感情の色を見たような気がした。

「ああ。と言っても生あい憎にくと俺の部屋にはルミナスが寝ね泊とまりできるようなベッドはないぞ？」

「その点については問題ありません。居間にある押おし入いれを貸して頂ければワタシは今後、その中で生活しようと考えています」

「……それ、本気で言っているのか？」

「スィ。魔術省で生活していた頃は広さ一畳じようほどのカプセルの中で寝泊まりしていました。ワタシとしては狭せまい空間の中の方が落ち着きます」

「分かった。そういう事情があるのなら大だい丈じよう夫ぶかな」

　空太はそう前置きした上でルミナスに手を伸のばす。




「これから宜よろしくな。ルミナス」

「……こちらこそ。よろしくお願いします。マスター」




　ルミナスは自らの作戦が上手く運んだことに対して戸惑いを覚えていた。

　空太の監視をしたいのであれば『ストレートに頼めば良い』というのが、愛海から受けたアドバイスであった。

「だから言ったでしょう？　お兄さまは女の子からの『お願い』に関しては基本的に断ったりしない人なんですよ」

「……スィ。本当に愛海さんの言った通りになりました」

　世の中の人間関係は全てギブ＆テイクで成り立っている、というのがルミナスの自論であり、これまで信じて疑わなかった考えである。

　そのため。

　取引には応じないのに、お願いには応じるという空太の価値観は、ルミナスにとっては信じがたいものがあった。




（……マスターは不思議な人なのですね）




　周囲の人間たちが寝ね静しずまった深夜。

　生まれてから初めて、他人に対するお願いによって勝ち取った押入れの中で体を丸めながら――。

　ルミナスはそんなことを想うのであった。





×　×　×






　それから。

　時刻は空太たちが眠ねむりに入ってから暫く経たった早朝のことになる。

　此処は――東京の郊こう外がいに建設されたアパートの一室。

　その部屋は六月の湿り気と機械が発した熱に支配されており、異様なまでに蒸むし暑あつかった。

　部屋の中にあるのは機械を除くと、床ゆかの上に転がっている栄養ドリンクの空あき瓶びんくらいのものである。

　この部屋で生活を送っているたった一人の住人の名は、伊い角すみ憐れん子こ。

　かれこれ二十時間の間。憐子は生気のない虚うつろな眼まな差ざしで、目の前のモニターの映像を見つめていた。

　ディスプレイに映し出された映像は、天空都市オクタヴィアに設置された監視カメラの映像をクラッキングしたものだった。

　伊角憐子はユベルが誇ほこる最強の戦闘集団――《呪われた子供たちナンバーズ》に所属する十二人の少女の中の一人である。

　彼女の持つ高い情報処理能力は、組織に属ぞくしていた時に培つちかったものであった。




「ようやく見つけた……。識別番号１９１９番」




　薄うす暗ぐらい部屋の中でぼんやりと光を放つモニターの前で憐子は一人呟いた。

　憐子の眼差しは、砂さ漠ばくの中から一粒つぶの砂金を見つけたかのような、歓かん喜きの色に満ちたものであった。

　憐子はモニターの前に置かれたヘアゴムを手に取った。

　桜の花びらを象かたどった装そう飾しよくの付いたそれは、今は亡なき妹が残した遺品である。




「私は……私から大切なモノを奪うばった貴方を絶対に許さない」




　憐子はヘアゴムで頭とう髪はつを縛しばりポニーテールを作ると、誰だれに向けるでもなく呟いた。

　かつてルミナスに妹を殺された過去を持つ憐子は、静かな殺意を燃やすのであった。







第三話　御ご奉ほう仕し対決







「そういう訳でお兄さま御奉仕対決を行うことになりました！」

「……いや。どういうことだよ!?」

　とある日の午後。

　家に戻もどると三人のメイドさんがいた。

　どういう訳か事情は全く呑のみ込めないのだが――。

　フェリシア・冬ふゆ華か・ルミナスの三人は、何故かメイド服を着た状態で空そら太たの部屋に居い座すわっていたのだった。

「さあ。理由は自分の胸に手を当てて考えてみてはどうかしら？　このスケコマシ！」

「空太。見み損そこなったわ。男だん子し寮りように引ひつ越こしたとは聞いていたのだけれど、まさか新しい女性を連れ込んで同居していただなんて……。いくらフェリシアさんに飽あきたからって、流石さすがに酷ひどいのではないかしら？」

「……えーっと。冬華さん。誰が誰に飽きたって言ったのかしら？」

「お気の毒に。もしかすると貴方は空太に捨てられたということに気付いていないのかしら」

「ハハン！　空太がアタシに飽きたですって？　そんなこと有り得るはずないじゃない！　有り得ないはずよ。有り得ないわよね……。空太？」

「いや。そんな怯おびえた子犬のような眼差しで見られても困るんだけど」

「クエッチョン。お二人方はどうしてそんなに感情的になっているのでしょうか？」




「「貴方のせいよ！」」




「…………」

　一体どこからツッコミを入れれば良いのやら。

　事情は全く呑み込めないが、この騒そう動どうを引き起こした人物については当たりを付けることができた。

　こういうロクでもないアイデアを思いつく人物は空太の知る限り一人しかいない。

「……愛あい海り。事情を説明してくれ」

「ぐへへ。困った表情のお兄さまを見ているとなんだかゾクゾクしてしまいます♥」

「…………」







　愛海曰いわく。

　三人がメイド服を着て空太の部屋に押しかけてきた経けい緯いは、以下のようなものであった。

　ひょんなことからルミナスに萌もえの何たるかを教授することになった愛海は『萌え』の基本であるメイド服をルミナスに着せて、彼女に奉ほう仕しの精神を説いていたという。

　そんなタイミングで愛海は偶ぐう然ぜんにもフェリシア＆冬華と遭そう遇ぐう。

　フェリシア＆冬華が「一体何をやっているのか？」と問い詰めたことから、この企き画かくはスタートしたという。

『アタシ思うのだけど、ルミナスさんばかり空太と一緒にいるのは不公平よ』

『……たしかに。何の権限があってルミナスさんは空太と同じ部屋で生活しているのかしら？』

　三人のガールズトークの末に導き出した『誰が空太にとっての一番なのかハッキリさせたい』という見解の一いつ致ちによってこの対決が立案されたという。





×　×　×






「つまりはまあ、今回の出来事は身から出た錆さびというやつですよ。お兄さまがフェリシアさんと冬華さん。お二人の返事を先延ばしにするからこういうことになるのですよ？」

「……うっ。確かにそれは悪かったと思っているけどさ」

　空太は今現在。

　世界魔術ワールド・決闘舞台オリンピアという二人一組で出場する魔ま術じゆつ師したちの祭典においてフェリシアと冬華の二人から『パートナーになって欲しい』という誘さそいを受けていた。

　けれども。

　どちらか一方を選ぶことは、選ばれなかったもう一方の心を傷つけてしまうことになる。

　そう判断した空太は、二人から受けた誘いに対する返事を先延ばしにしている最中であった。







　それから。

　愛海は今回の御奉仕対決のルールを説明する。

　優勝者には何でも空太に一つだけお願い出来る権利が与えられる。

　制限時間は三十分。

　一線さえ越こえるようなことがなければ、性的な奉仕も認められる。

　とにかく空太を一番喜ばした者が勝ちというバトルであるらしい。




「あのな。愛海。そんな条件が成立するはずがないだろう？　そんな勝負に乗るようなやつはお前だけだ。性的な奉仕なんてあの三人が引き受けるはずがないだろ」




　呆あきれた表情で指し摘てきをする空太であったが――。

　意外なことにこの発言に対して最初に異議を唱えたのはフェリシアであった。

「ふーん。そう言ってまたアタシたちの返事を先延ばしにするんだ？」

「……はい？」

「空太。女性の心を傷つけたくないという貴方のその優やさしさは美点だと思うわ。けれども、そろそろ私たちも白黒をつけたいのよ」

「冬華まで!?　もしかすると……お前たちは自分が選ばれるためなら俺おれにエッチな御奉仕をしても良いってことなのか？」

　尋ねると、フェリシアと冬華は一いつ瞬しゆん気まずそうに互たがいの顔を見合わせた後。




「アタシは別に……空太が嫌いやじゃないなら……」

「……私の口から言わせないで」




「おいおい。マジかよ……」

　二人の言葉を受けた空太は見けん当とう違ちがいな解かい釈しやくをしていた。

（知らなかった。二人の世界魔術決闘舞台に賭かける思いが強いとは知っていたけど……これほどのものだったなんて）

　幼少の頃より山やま奥おくで禁欲的な生活を送っていた空太は、恋愛事に関してとことん疎うとい。

　それ故。

　空太の中には二人から恋愛感情を抱かれているかもしれないという予感は微み塵じんもなかったのである。

（……しかし、これは困ったことになったな）

　空太は別に理由もなしにフェリシアと冬華に対する返事を先延ばしにしている訳ではない。

　彼女たちの中から一人を選ぶということが何を意味するかは、他人から鈍感と揶や揄ゆされる空太でも容易に推おし量はかることができた。

　どう転んでも今のような関係を維い持じして行くことは困難になるだろう。




「お兄さま。お困りのようでしたら愛海から少し提案があります」




　空太が困っているところで愛海がこっそりと何事かを耳打ちする。

　その言葉は、フェリシアと冬華の間で揺ゆれる空太に助け船を出だすものであった。

「……俺は今日ほどお前のことを恐おそろしいと思った日はないよ。一体お前は何処どこまで計算していたんだ？」

「ふふふ。その言葉は、褒ほめ言こと葉ばと受け取っておきます。そういうわけでお兄さまは気き兼がねなく御お三さん方かたからの御奉仕を楽しんで下さい♪」

　パチリとウィンクを飛ばして愛海は告げる。

（……仕方がない。此こ処こは腹を括くくるしかないのか）

　愛海の言葉を受けた空太は、渋しぶ々しぶとイベントに参加することを決意するのであった。





×　×　×






　御奉仕対決の順番は厳正なクジの結果、フェリシア、冬華、ルミナスの順番に行われることに決定した。

「それでは皆みなさん。各おの々おのの順番がやってくるまで別室で待機していましょう」

　愛海の仕切りによって空太とフェリシアは、ポツリと部屋に取り残される。

　メイド服の美少女と二人きり、という非現実的な光景を目まの当あたりにして空太の動どう悸きは早くなる。

　ブラウス越ごしから見てもフェリシアの胸は恐ろしく大きいことが分かった。




「ねえ。空太。空太はアタシにどんなことをされたら喜んでくれるのかしら？」




　開口一番。

　フェリシアは空太に対してそんな疑問を投げかける。

「ん～。これと言って特には思おもい浮かばないかな。こうしてフェリシアと二人で喋しやべっているだけでも俺としては十分に嬉うれしいぞ」

「そ、そう……。もちろんアタシも嬉しいわ」

　ストレートに好意を受けてフェリシアの頬ほおは赤くなる。

「空太と別れて生活するようになってからたった一日しか間は空いていないのだけど。なんだか随ずい分ぶんと久しぶりな気がするもの」

「そっか。制限時間は三十分って言ったっけ。募つのる話もあるだろうし、そこのソファに腰かけて時間が来るまで喋っているか」




「うん。そうしましょうか。……って。違ちがうーッ!!」




「ふごっ!?」

　二人が仲良く揃そろってソファに腰を下ろそうとする寸前。

　力士のように強きよう烈れつなフェリシアのツッパリが空太の体を強きよう襲しゆうする。

　空太のペースに乗せられて危あやうく貴重な残り時間を消しよう耗もうするところであった。

　今回の御奉仕対決において、他の二人のライバルは油断のならない相手である。

　それ故、フェリシアは、自らの勝利をより確実にするために秘策を用意していたのであった。




「そういう訳で空太！　今日は一緒にお風呂に入るわよ！」




　ビシッと空太のことを指差しながらもフェリシアは宣言をする。

　瞬しゆん間かん、メイド服に包まれたフェリシアの豊満な胸はプルンと揺れる。

「えーっと。何故？」

「アタシ、サキから聞いたことがあるの！　日本には一緒にお風呂に入った相手の『背中を流す』という文化があるらしいじゃない！　アタシの祖国にはそういう習慣はなかったから、以前から誰かにやってみたいと思って。空太にはその……練習に付き合ってもらいたいの」

「たしかに日本にそういう文化があるのは事実だけど……。意味を分かって言っているのか？　一緒に風呂に入るってことは、互いの裸はだかを見せ合うことになるんだぞ？」




「その点については問題ないわ！」




　そこでフェリシアは突如として身に着けたメイド服を脱ぬぎ始める。

　フェリシアの突とつ発ぱつ的てきな行動に思わず空太は目を逸そらす。

「おい！　どうして服を脱ぐ!?」

　慌あわててツッコミを入れる空太であったが、フェリシアの態度は落ち着いたものであった。




「えへへ。大丈夫よ。服の下は水着だから」




　その一声によって空太はホッと胸を撫なで下おろす。

　このときフェリシアは上下黒色の紐ひもビキニを身に着けていたのだが――。

　空太にとって下着と水着の違いというのは、目を凝こらしてみないと区別が付かないものであった。

「……なるほど。それを早く言ってくれよ」

「ね。これなら問題ないでしょ？　そういう訳で一緒にお風呂に入るわよ！」

　返事を待たずしてフェリシアは、空太の体をグイグイと引っ張り浴室まで連れて行く。




「まあ。水着を着てくれるならギリギリ問題はないの……かな？」




　何がセーフで、何かアウトなのか――。

　その基準が日に日に緩ゆるくなって行っているような気がする。

　天空都市に居住し、周囲が女の子だらけの生活を送ってきた空太は、フェリシアに腕うでを引かれながら、そんなことを思うのであった。





×　×　×






　此処は、畳二枚分ほどの広さもない男子寮の浴室の中である。

　空太はタオルを腰こしに巻き付けた状態で、風呂の中にあるイスに腰を下ろしていた。

　水着姿のフェリシアは浴よく槽そうから桶おけで湯を汲くんだ後、空太の背中に四分の一ほどそれをかける。

「空太。お湯加減はどうかしら？」

「ああ。ちょうど良いくらいだと思うぞ」

「……良かった。なら始めるわね」

　風呂の中には、浴槽から発生した湯気と奇妙な緊きん張ちよう感かんが充じゆう満まんしていた。

　フェリシアは覚おぼ束つかない様子でボディーソープの容器から液体を取り出すと、手の中でそれを泡あわ立だてる。

　瞬間、浴室の中には上品なバラの香かおりが広がった。

　透とう明めいのビンに入ったこのボディーソープは、今日という日に備えてフェリシアが祖国から取り寄せた高級品である。

　フェリシアは空太の背中に手を伸ばすと泡立てたそれを塗ぬりたくる。




（うわっ。思っていた以上に硬かたいかも）




　初めて直じかに触ふれた空太の背中に対してフェリシアはそんな感想を抱いだいていた。

　剣けん士しとしての鍛たん練れんを積み重ねた空太の背中は逞たくましく、磨みがき抜ぬかれたその筋肉は女性の心を魅み了りようするものがあった。

　触れているだけでフェリシアの体は火ほ照てり、もどかしい気分になる。

　もっとこの背中に触れていたい――。

　もっとこの人と体を重ねていたい――。

　フェリシアは自分の中に芽生えた雌めすとしての本能に戸惑いを覚えながらも――。

　半ば無心の状態で空太の背中に手の中の泡を塗りたくっていた。




（……てっ！　しっかりするのよ！　アタシ！）




　自らの意識が朦もう朧ろうとしていることに気付いたフェリシアはブンブンと首を振ふって、気持ちを切きり替かえる。

　自分がドキドキしている場合ではない。

　今回の対決の趣しゆ旨しは、いかに空太を喜ばせることができるかというところにあるのだが――。

　何時の間まにやら立場が逆転していたようであった。




『男はとにかくおっぱいが好きってオレのバアちゃんは言っていたぞ！』




　そこでフェリシアは、親友から得た貴重なアドバイスを思い起こす。

　男はとにかくおっぱいが好き。

　この言葉は先日の喫きつ茶さ店てんでの恋れん愛あい相談で凛りん奈なから得たもので、フェリシアの立案した空太攻こう略りやく作戦の基幹を担になう理論であった。

　かねてから噂うわさを耳にしたことはあった。

　けれども。

　どうして男性が女性の胸を好むのか？

　フェリシアにはその理由が分からなかった。

　胸なんて大きくても、寝ねるときは邪じや魔まになるし、肩かたは凝るし、服のサイズだって自由に選ぶことができない。

　何かと面めん倒どうなだけである。

　だがしかし。

　一方でフェリシアは、自身の胸が武器になるのであれば朗報であると考えていた。

　フェリシアは生まれてこの方、自分より胸の大きな同年代の女性を見たことがなかった。

　巷ちまたで話題になっているＧカップの女子高校生グラビアアイドルの写真を見ても「言うほどでかいか？」という感想しか出てこない。

　即すなわちそれは、自分が他のライバルと差を付ける要素に成り得るのではないかと考えたのである。




「空太。此処から先は絶対に後ろを見ないって約束してもらえないかしら？」

「ああ。うん。別にそれは構わないぞ」




　フェリシアの言葉を聞いた空太はホッと胸を撫で下ろす。

　空太は推測する。

　水着を着ているとはいえ一いつ緒しよにお風呂に入るというのは恥はずかしかったのだろう。

　フェリシアの中に羞しゆう恥ち心しんが残っているのなら、これ以上は際きわどいことはできないのでは？

　空太がそんなことを考えたときであった。

　ピタリ、と。

　背中に吸い付くような二つの柔やわらかい感かん触しよくがあった。

　空太は以前に何度かこれと同じ感触のものを肌はだで触れたことがあった。

　それは胸だ。

　とんでもなく大きな胸である。

　以前に愛海から押し付つけられたときに感じたそれとは比ひ較かくにならないサイズであった。

　おそらく何処どこかのタイミングで水着のトップスを脱ぎ去ったのだろう。

　ボディーソープの泡にまみれた生の胸の感触は空太の精神を昂たかぶらせる。




「おい。フェリシア!?」

「バ、バカ！　こっちを見ないでって言ったでしょ！」




「……ああ。そうだった。すまん」

　慌てて状況を確かく認にんしようとした空太であったがこれは軽けい率そつな行いであった。

　後ろを振り向むいていたら取り返しのつかないことになっていたかもしれない。

「なあ。フェリシア」

「……なに。空太」

「もしかしてお前は今、とんでもないことをしているんじゃないか？」

　遠回しに追つい及きゆうする空太であるが、フェリシアはあくまで素知らぬ様子であった。

「別に。アタシはただ空太の背中を普ふ通つうに洗っているだけよ。使っている道具がちょっと特とく殊しゆな、新種のスポンジなんだけどね」

「……そうか。スポンジか。スポンジなら仕方がないな」

　これ以上は何を言ってもヤブヘビになってしまうのではないかと判断した空太は、それ以上の追及を断念することにした。




（……暫くはフェリシアとまともに顔を合わせられそうにないな）




　フェリシアとの入浴を済ませた空太は、そんなことを考えるのであった。





×　×　×






　二番目は冬華のターンである。

　例によって男子寮の部屋には、空太とメイド服を着た冬華の二人きりであった。

「空太。大丈夫？　随分と疲つかれているみたいだけど？」

「……ああ。まあ、なんとかな」

　女性と二人で入浴するのも楽ではない。

　自らの理性を保つために精神を擦すり減らした空太は疲ひ労ろう困こん憊ぱいの様子であった。

「なら。上着を脱いでそこのベッドで横になって。良い機会だしマッサージをしてあげるわ」

「……冬華。マッサージなんて出来るのか？」

　不安気な眼差しで空太は尋たずねる。

　何な故ぜならば、幼少の頃ころから冬華は何かと不器用な少女であった。

　付け加えて――。

　何かにつけて力任せに解決しようとする悪あく癖へきを有していたので、与あたえられた遊具を壊こわし大人たちから叱しつ責せきを受けることが多かった。

　その性質は高校生になった今も受うけ継つがれており――。

　先日の文化祭では次々とクラスの展示物を壊していった経緯から『破は壊かい神しん』と呼ばれ、演えん武ぶ学園の生徒たちの間では恐れられるようになっていた。




「当然よ。見くびらないでもらえるかしら」




　普ふ段だん通どおりのポーカーフェイスで冬華は告げる。

　空太の予想通り冬華は最初からマッサージができたというわけではなかった。

　冬華は今回の御奉仕対決の企画が立ち上がってから三日の間。

　死しにもの狂ぐるいで特訓をしてマッサージ技術を体得したのである。





×　×　×






「御奉仕対決ですか。面おも白しろそうですね！　この霧きり崎さき沙紀に協力できることがありましたら何でも言って下さい！　冬華ちゃんのためなら身を粉にする想おもいで協力させて頂きますよ！」




「……へ？　マッサージですか？　ううん。嫌ではありませんよ？　嫌ではないのですが……私的にはもっと冬華ちゃんにあったやり方というものがあるんじゃないかな～。と、思っただけでして」




「あれ。なんですか。この縄なわは？　どうしてマッサージをするのに縄が必要なんでしょうか？　え、念のため？　逃にげないようにって……。冬華ちゃんは私に一体何をするつもりなんですか!?」




「ひ、ひぎぃぃぃ！　骨がッ！　骨が砕くだけるうううう！　このままでは物理的に身が粉になっちゃいますよおおおおお！」




　訓練を開始する前の冬華のマッサージは、練習相手の沙紀を失神させるほどの激痛を伴ともなうものであった。

　だがしかし。

　一度これと決めたことに関しては、冬華は何処までも直ひた向むきに努力をする少女であった。

　冬華は必死の努力の末に驚きよう異い的てきな速度で成長し――。

　人前で披ひ露ろうしても恥ずかしくないレベルにまでマッサージ技術を上達させることに成功したのであった。





×　×　×






（……あれ。意外だ。これは普通に気持ちが良いかもしれないぞ）

　ベッドに横なりながらも冬華のマッサージを受けた空太は、素す直なおにそんな感想を抱いていた。

　ぎこちない部分がないというわけではないが、冬華の一いつ生しよう懸けん命めいな感じがこれでもかと伝わってくる。

　これならば毎日でも受けたいくらいだと空太は思う。

「空太。私のマッサージはどうかしら？」

「ああ。うん。普通に気持ちが良くてビックリした」

「……そう。なら良かったわ」

　自分の努力が無む駄だなものではなかったことを悟さとり、冬華はホッと胸を撫で下ろす。




（……思っていた以上に鍛きたえているのね）




　初めて直に触れた空太の背中に対して冬華はそんな感想を抱いていた。

　剣士としての鍛練を積み重ねた空太の背中は逞しく、磨き抜かれたその筋肉は女性の心を魅了するものがあった。

　触れているだけで冬華の体は火照り、もどかしい気分になる。

　もっとこの背中に触れていたい――。

　もっとこの人と体を重ねていたい――。

　冬華は自分の中に芽生えた雌としての本能に戸と惑まどいを覚えながらも――。

　半ば無心の状態で空太の背中にマッサージを続けていた。




（……てっ！　しっかりするのよ！　私！）




　自らの意識が朦朧としていることに気付いた冬華はブンブンと首を振って、気持ちを切り替える。

　自分がドキドキしている場合ではない。

　幸いにもマッサージ作戦の滑すべり出しは順調であるようだが、それだけで確実に勝てるほどフェリシアたちは甘あまい相手ではないだろう。

　より勝利に近づくために――。

　冬華はメイド服のポケットの中から秘密兵器を取り出すことにした。

　このアイテムは沙紀から渡わたされたものであり、彼かの女じよ曰いわく『女の子がちょっとだけ大だい胆たんになれる魔ま法ほうのお菓か子し』ということらしい。

　試ためしに一度、口に運んだ後のことは覚えていない。

　けれども。

　意識が戻ったときに沙紀はこんな言葉を述べていた。




『冬華ちゃんの豹ひよう変へんぶり……。正直これは予想以上でした！　この秘密兵器があれば皐さつき羽ばくんのハートは一いち撃げきです！』




　沙紀の言葉を完全に信しん頼らいしたわけではないのだが、今の冬華は藁わらにも縋すがる想いの心境であった。

　冬華は手にしたお菓子の包みを開く。

　中に入っているのは、アルコール度数の高いウィスキーを使用したチョコレート菓子である。

　冬華がチョコレートを口に入れた直後。

　彼かの女じよの体温は上じよう昇しようし、理性という名のリミッターが解除される。




「……ソラくん。今度は仰あお向むけになって欲ほしいな♥」




　冬華の声を耳にした空太はギョッとした。

　先さき程ほどまでのクールな雰ふん囲い気きからは一転。

　冬華の口調は母親に甘える幼児のようになっていた。

　普段はクールな雰囲気を取とり繕つくろっている冬華であるが――。

　あくまでそれは厳格な雪ゆき城しろの家庭に馴な染じむために作った仮の人格であり、薄うす皮かわ一枚剥はいだ内面はベタベタの甘えん坊ぼうである。

　注文通りに振り返かえると、そこにいた冬華は何故か下着姿であった。

「っ。どうしてお前は服を着ていないんだ!?」

　驚おどろいた空太は即そく座ざにツッコミを入れる。




「えへへ。それはこうやってソラくんとイチャイチャしたかったからだよ」




　冬華は無む邪じや気きな笑えみを浮うかべながらも空太の体に馬乗りになる。

　下着姿の冬華と体を密着させた空太は胸を高鳴らせる。




「ソラくん。体が熱いよ。もしかすると私の体で興奮してくれているのかな？」




　何処どこか挑ちよう発はつ的てきな雰囲気を孕はらんだ口調で冬華は尋ねる。

「冬華。流石さすがに悪ふざけが過ぎるぞ」

「……ソラくん。私はね。冗じよう談だんでこんな恥ずかしいことはできないよ？　ずっと前からソラくんのことが好きだったからエッチな気持ちを我が慢まんできなくなるんだよ？」

「……だから。そういう態度が悪ふざけだと言って……」

　イタズラをする子供を叱しかりつけるような口調で空太が注意をすると、冬華は不ふ機き嫌げんそうに頬を膨ふくらませて。




「どうしてそんなに酷ひどいことを言うの？　悪いことを言うお口は塞いじゃえっ！」




　次に冬華が取った行動は空太の度ど肝ぎもを抜くものであった。

　何を思ったのか冬華は、その尻しりで空太の頭を押おしつぶしたのである。

「もが。もががっ!?」

　咄とつ嗟さに注意をしようとする空太であったが、その言葉は冬華の尻圧によって無常にも掻かき消けされる。

　細身の体形の割に冬華の尻は大きい。

　そして。

　スベスベとしていながらもモチモチとした極ごく上じようの弾だん力りよくを有していた。

　冬華の尻によって顔面をプレスされた空太の視界に入ったのは一面の花畑であった。

　その花畑の正体が、酸欠により意識が朦朧となったことにより出現した幻げん覚かくだったのか――。

　それとも単に冬華のパンツが花はな柄がらだったからなのか――。

　それは、空太にとって定かではない。

　けれども。

　冬華の尻によって顔面を圧あつ迫ぱくされた空太は、これまでに経験したことのない感覚を味わっていた。




（いかん。このままではアブノーマルな性せい癖へきに目覚めてしまうっ!?）




　危機感を覚えた空太は、冬華の体を強ごう引いんにベッドに押し倒たおすようにしてマウントポジションから脱出する。

　傍はたから見るとその状じよう況きようは、これから事に及およぼうとする恋こい仲なかの男女にしか見えないものであった。




「ソラくん。ソラくん。好き好き。大好き……」




　むにゃむにゃと口を動かしながらも大胆な告白をする冬華。

　その様子を目の当たりにした空太はとあることに気付く。

（……もしかして寝ているのか？）

　よくよく耳を澄すましてみると冬華の可愛かわいらしい寝ね息いきを聞き取ることができた。

　どうにも様子がおかしい。

　冬華は変な薬でも飲んでしまったのではないか？

　不安を覚えた空太が、ベッドの上に置かれたチョコレートの包み紙を見て状況を理解するのは、それから少し先のことであった。





×　×　×






　三番目はルミナスのターンである。

　部屋のドアから入ってきたのは、サポートタイプを含ふくめた総勢七人のルミナスであった。

　ルミナスたちはメイド服のスカートの裾すそを軽く持ち上げて一いつ斉せいに会え釈しやくをする。

　愛海との『萌もえの特訓』の成果なのか、その姿はなかなか様になっているように思えた。




「「「「「「「お待たせしました。マイマスター」」」」」」」




「……一度に言わないでくれ。耳が痛くなるから」

　軽く耳を手で押さえながらも空太は告げる。




「お」「待」「た」「せ」「し」「ま」「し」「た」「マ」「イ」「マ」「ス」「ター」




「一文字ずつ分ぶん割かつすればいいって訳でもないぞ!?」

　七人のルミナスが交こう互ごに言葉を繋つなげて行く『一文字喋り』は、余計に不気味なものがあった。

「スィ。それでは前置きはこれくらいにして本題に移ることにします」

「……ああ。うん。それは分かったんだけど。どうしてお前たちは服を脱ぎ始めているんだ？」

　まさか一日に三回も同じようなツッコミを入れることになるとは思わなかった。

　空太は半ば呆あきれたような表情で疑問の言葉を口にする。

「スィ。それは愛海さんから男性とは女性の下着に対して尋じん常じようならざる拘こだわりを所有する生物という情報を入手したからです」

「……なるほど。これも愛海の差し金か」




「マスター。ワタシの下着姿はどうでしょうか？　愛海さんのアドバイスを参考にして今日のために用意してみたのですが」




「…………」

　ルミナスの身に着けている下着はベビードールと呼ばれる種類のものでり、男心を強烈に刺し激げきするような色気があった。

　最初に出会ったときのルミナスの下着は飾かざり気けのない白色であった。

　それはそれで情じよう緒ちよのあるものだが、ベビードールの破は壊かい力りよくは筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいものがあるというのが空太の抱いた感想であった。

（改めて見ると……ルミナスって凄すごく胸が大きいよな）

　どちらかというと童顔で、小こ柄がらな体たい躯くの割にルミナスの胸は驚くほど豊満である。

　これが巷で言うところのロリ巨乳なのだろうか？

　ベビードールを身に着けたルミナスを目の当たりにした空太の脳のう裏りには、そんな疑問が過よぎっていた。

「可愛いし、凄く色っぽいよ。似合っていると思うぞ」

　ストレートに思ったことを告げる空太。

　すると、ルミナスは顔色一つ変えないまま空太の下に歩み寄り――。




「光栄です。それではこれから計画の第二フェイズに移行させて頂きます」




　体内に内蔵した小型の魔術基盤コア・メソツドを利用して雷かみなり領域ドメインの魔ま術じゆつを構築。

　気き恥はずかしさで下着姿のルミナスを直視できないこともあったのだろう。

　遅おくれて魔ま力りよくの流れを感知した空太であったが、反はん撃げきしようにも肝かん心じんの武器は机の上に置いたままである。

　ルミナスの魔術による攻こう撃げきをモロに受けた空太は、そのまま意識を暗転させるのであった。





×　×　×






　意識が戻もどったとき、そこにいたのは七人のルミナスであった。

　彼女たちは先程と同じく、お揃いのベビードールを身に着けていた。

「……おいおい。随分と物ぶつ騒そうなことをするんだな」

　空太は強固な鎖くさりでベッドの金具に繋がれており、身動きができない状態であった。

　先程までは着ていたはずの衣服が脱がされて下着姿になっているのもルミナスの仕組んだものだろう。

　空太がその気になれば鎖を脱出することは容易である。

　だがしかし。

　そのときは下ろしたてのベッドが、二度と修復ができないレベルにまで壊れてしまうだろう。

「申し訳ありません。しかし、こうでもしないとマスターは素直になってくれないだろうと愛海さんから聞いていまして」

「それで。これから俺おれに何をするつもりなんだ？」

「スィ。これからワタシは制限時間一いつ杯ぱいまでマスターにエッチなことをしたいと思います」

「……はい？」

　ルミナスの返事を聞いた空太は呆あつ気けに取られたような表情であった。




「それではこれよりマスターに御ご奉ほう仕しを開始します」




　礼れい儀ぎ正ただしく一礼すると七人のルミナスは空太の周りを包囲する。

　最初は足の親指であった。

　何を思ったのかルミナスは空太の親指を口内に含み、舌を使って丹たん念ねんにそれを舐なめ始める。




「――――ッ!?」




　空太の口からは声にならない声が漏もれる。

　代わりにチュパチュパという淫いん猥わいな音が部屋の中に響ひびき渡っていた。

「愛海さんに今回の勝負のルールを確認したところ、局部を刺激しなければ反則にはならないということです。よってワタシはこれから制限時間の残り二十分を使ってマスターの全身を愛あい撫ぶしようと思います」

「……はい!?」

　驚く空太とは対照的にルミナスの表情は冷静なものであった。

　七人のルミナスたちはその後、耳たぶ、足裏、脇わき、鎖さ骨こつ、胸、太ふと股もも……と、舌を使って空太の全身を攻せめ続ける。

　舌がまるで別の生き物みたいに動き回り、空太の体の隅すみ々ずみを刺激する。

　体が熱い。

　局部以外の全身に舌を這はわせられた空太は悶もん絶ぜつの想いであった。

「……マスター。ワタシの御奉仕は如何いかがでしょうか？　ワタシたちの体に搭とう載さいされている魔力感知センサーがあれば、男性の性感帯を正確に把は握あくすることが可能だそうです。魔力とは人間の生命エネルギーそのもの。敏びん感かんな箇か所しよほど魔力の巡めぐりが良くなるという話を聞いたことがあります」

　チロチロと官能的に舌を這わせながらも１９１９番は告げる。

（クッ……。さっきから的確に弱いところばかり攻められている気がするのはそのせいか！）

　しかし、今いま更さらそれを理解したところで何も打つ手がない。

　四し肢しを拘こう束そくされた空太にできる最善の策は、時が流れるのを待つことだけである。




（これを二十分も耐たえろとか……嘘うそだろ!?）




　瞬しゆん間かん、空太は理解した。

　絶頂を伴わない快楽は時として拷ごう問もんになり得るのだと。

　快楽で半分意識を飛ばしながらも、空太はルミナスのハーレムプレイを気合いで耐え抜くのであった。





×　×　×






「パンパカパーン！　これより、第一回、御奉仕大会の結果発表を始めたいと思いまーす！」

　クラッカーを鳴らしながらも愛海はやたらと弾はじけたテンションであった。

　一方の空太は、度たび重かさなる疲ひ労ろうによりゲッソリとした面おも持もちである。

　今夜は色々な意味で暫しばらく寝ね付つけそうになかった。

「お兄さま。それではさっそくになりますが……誰だれの御奉仕が一番、嬉うれしかったか発表をどうぞ！」

　マイクを片手に持ったままノリノリで尋ねる愛海。

「念のために確認したいのだけど……全員引き分けってことには出来ないかな？」




「「却きやつ下か！」」




　空太の提案は一秒も経たない内にフェリシア＆冬華に反対される。

　この展開は空太にとっても予想通りのものであった。

　だから空太は最初から決めていた勝利者の名前を口にすることにした。




「えーっと。なら今回の勝者はルミナスということで」




　空太がルミナスの名前を告げた直後、暫く部屋は無音になった。

「ワタシ……ですか……？」

　普段のポーカーフェイスから一転。

　ルミナスの表情は、驚きと戸惑いが入り混じったようなものであった。




「うぅぅ……。空太のバカ！　女の子にあそこまでさせておいて……アタシはもうお嫁よめに行けないじゃない！」

「……まあ。なんとなく私は最初からこうなる予感がしていたのだけどね。空太は優やさしいから」




　選ばれなかったフェリシア＆冬華の面持ちは悲痛なものであった。

「本当にごめん。今の俺には二人の中から一人を選ぶことは出来ないけど……代わりにその、これは参加賞ということで」

　空太はそこでポケットから銀色に輝かがやくカードを取り出して二人に手て渡わたす。

　カードを受け取った冬華は意図が分からずに小首をかしげる。

「……空太。これは何かしら？」

「それは男だん子し寮りようの部屋の鍵かぎになっているセキュリティカードだよ。冬華に渡したのが、俺の部屋の右みぎ隣どなりの２０１号室のカードで、フェリシアに渡したのが、左隣の２０３号室のカード」

「どうしてそんなものをアタシたちに？」

　不思議そうに尋ねるフェリシアに対して空太は告げる。

「実は俺、二人と別々の寮で生活するようになってから色々と寂さびしかったんだ。だからこれは俺の個人的なお願いになるんだけど……。二人にはずっと俺の近くにいて欲しいと思ってさ」

「「…………」」

　空太の言葉を受けた二人は暫く押し黙だまった後。




「か、勘かん違ちがいしないでよね！　アタシは別に今の生活に何も不満なんてないんだから！　けれども、まあ。空太がどうしても寂しいって言うのなら特別に隣となりの部屋に住んであげる！　だってほら。なんだかんだ言ってアタシも、空太と離はなれ離ばなれになって寂しかったし、夜とかこっそり起きて空太の寝ね顔がおを眺ながめていると本当に可愛くて幸せな気分になれたし」




「空太。一つ忠告しておいてあげる。私はそんな使い古された口説き文句で丸め込まれるようなチョロい女ではないわ。けれども、まあ。今回だけは特別にこの鍵は受け取っておいてあげる。フェリシアさんが受け取ったのに私だけ受け取らないというのも変な話ではあるし。私としても空太の隣の部屋で暮らせるのは少しだけ嬉しくあるもの」




　そんな、怒ど涛とうの長なが台詞ぜりふを口にする。

「わー。フェリシアさんも冬華さんも、動どう揺ようしてツンなのかデレなのか分からなくなってますよー」

　二人の態度を目まの当あたりにした愛海は、部屋の片かた隅すみでひっそりとツッコミを入れる。

　とりあえず作戦が上う手まく行ったようで空太はホッと胸を撫なで下おろす。

「二人とも。ありがとうな」

　空太は仮に今回の勝負を引き受けることになったら、御奉仕対決の内容にかかわらずルミナスを勝利者に選ぶことを決めていた。

　何故ならば――。

　フェリシアと冬華の『世界魔術決闘舞台のパートナーになって欲しい』という願いは絶対に両立しえないものであるからだ。

　空太としてはこの勝負で選んだ方のパートナーになると決めたわけではないのだが――。

　彼女たちはそうは思わないだろう。

　当初は勝負を引き受けることに対して消極的だった空太が、条件を吞のんだのは愛海から、『選ばれなかった二人』をフォローするためのアイテムとして男子寮の鍵を渡されたからである。

　愛海は空太の思考を予測して、今回の勝負の『落とし処どころ』を事前に用意していたのであった。




「ふふふ。おめでとうございます！　お兄さま！　これでお兄さまのハーレム基き盤ばんはより強固なものになりましたね！」




　フェリシアや冬華と離れた場所で生活して寂しかったという空太の言葉は本音である。

　従って今回の結果に対して空太としては不満はない。

　だがしかし。

　愛海の言う通りに今回の出来事により、空太の生活はこれまで以上に女性に囲まれることになる。

　よくよく考えてみると、自分で自分の首を絞しめる結果になっているのではないか？

　等などと疑問に思わないわけでもないのだが――。

　それ以上、考えても悲しくなるだけなので空太は気にしないことにした。







[image: ]
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　その日の夜。

　嵐あらしのような一日を終えた空太は、夕食の準備に取り掛かかっていた。

　山やま籠ごもりの修しゆ行ぎようをしていた時から自じ炊すいをしていた空太は同年代の男子と比べて、生活力が高い方である。

　中でも幼少の頃から当番を任されることが多かったが故ゆえに、料理の腕うでに関してはそれなりに自信を持っていた。




（……誰かのために料理を作るなんて何時以来だろうな）




　食堂の施し設せつが充じゆう実じつしている演武学園では、基本的に自分で料理を作る必要がない。

　けれども。

　昨晩１９１９番から手料理を御ご馳ち走そうになった空太は、彼女に何かお返しをしたいと考えていた。

　この日、空太が用意したのは中ちゆう華か料理の食材であった。

　どうして中華を選んだかというと、たまたま食材が安く売られていたからである。

　少し手を伸のばせばもう少し贅ぜい沢たくな食事を作ることは出来るのだが、空太はあえて手軽に済ませられるメニューを選んだ。

　これから同じ屋根の下で生活をする人間に気を遣つかった食事を出すのは、お客様扱あつかいをしているようで違ちがう気がする。

　一尾び三十円のエビの殻からを丁てい寧ねいに剥むきながらも空太はそんなことを考えるのであった。





×　×　×






「どうかな。ルミナスの口に合うと良いんだけど」

「…………」

　空太から夕食を振ふる舞まわれることになったルミナスは驚きで思考を停止させていた。

　テーブルの上に置かれたのは、白米・エビチリ・回鍋肉ホイコウロウ・市し販はんで売られているフカヒレ風味のスープである。

　お世辞にも手の込んだ料理とは言い難がたいが、ルミナスにとってテーブルの上に並べられた料理は特別な意味を持つものであった。

　何故ならば――。

　戦せん闘とう兵器としてこの世に生を受けたルミナスは、誰かから手料理を振る舞われるという経験をしたことがなかったからである。

　ルミナスはおそるおそると言った手つきで目の前のエビチリに箸はしを伸ばす。




「……随ずい分ぶんと大おお雑ざつ把ぱな味付けですね」




　空太の料理を口にしたルミナスは思ったことを正直に述べた。

　レシピなどをロクに見ないで野生の勘かんを頼たよりに味付けしている空太の料理は、ルミナスの舌からすれば雑の一言に尽きた。

「……けれども、不思議と嫌きらいではありません。なんだか温かい味がします」

　ルミナスにとって空太の料理は、新しん鮮せん味みに溢あふれるものであった。

　彼女にとっての食事とは毎日、決められた時間に決められた物資を摂せつ取しゆする作業のようなものであったからだ。

「そうか。それは良かった」

　大雑把な味付けと言われた時はドキリとした空太であったが――。

　とりあえずルミナスが満足してくれたみたいでホッと胸を撫で下ろす。

「ああ。そう言えば今回の勝負だけど、優勝者には何か一つだけ俺に願いを言える権利が与あたえられるってルールだったよな。ルミナスは何か俺にして欲しいことってあったのかな？　何でも言ってくれよ」

「……スィ。その点については問題ありません。ワタシの願いはマスターと一いつ緒しよに生活し、マスターの行動を監かん視しすることです。だから願いは既すでに叶かなっています」

「……そうか。けれど、ならどうしてルミナスは今回の勝負に参加しようと思ったんだ？」

「知りたかったからです」

「知りたかったからって……。何を？」

　尋たずねるとルミナスの眼まな差ざしは真しん剣けんなものとなる。




「マスター。前言を撤てつ回かいします。一つだけ教えて下さい。ワタシはマスターが何に対して喜びを感じるのかを知りたいです。何をすればワタシの行動はマスターにとってのギブ＆テイクのギブに相当する部分になるのでしょうか？」




　その言葉は１９１９番にとって純じゆん粋すいな興味から出たものであった。

　天空都市において空太とのギブ＆テイクの関係を築くために試し行こう錯さく誤ごしてきた。

　だがしかし。

　何をやっても彼女は自分の行いに明確な効果を確かく認にんできたことはなかった。

　結果的に空太の傍で生活をして行動を監視するという役割は果たせそうではあるが――。

　１９１９番の胸の内にはモヤモヤとした何かが残っていた。

「うーん。そういうことならルミナス。お前のことについて色々と教えてくれよ。好きな食べ物とか、生まれ育った故郷についてとか」

「……ワタシについて知ることが、この質問に何か関係があるのでしょうか？」

　空太の口から出た意外な言葉に対して１９１９番は顔をしかめる。

「関係あると言えばあるのかな。なんというか俺は、自分がよく知りもしない人間から何かを与えられても嬉しいとは思えないんだ」

　空太の理り屈くつは１９１９番にとって理解のしがたいものであった。

　けれども。

　それを話すことで、少しでも胸の中のモヤモヤが解消されるのであればと考えた１９１９番はおもむろに口を開く。

「……スィ。マスターの考えは分かりました。けれども、残念ながらワタシは趣しゆ味み嗜し好こうについては特に語ることが出来ません。ワタシたちルミナスは、特定の何かに対して特別な想おもい入れを持たないように生まれて間もない頃ころから、肉体に感情制せい御ぎよシステムを組み込まれていますから」

「…………」

　１９１９番の言葉を受けた空太は言葉を失った。

　出会ったときから何処どこか感情の希き薄はくな少女であるとは思っていたが、まさかそれが人じん為い的てきなものであったとは想像もしていなかった。

「そういう事情がありましてワタシ個人についてはあまり語ることは出来ません。けれども、ワタシたちが生まれた経けい緯いについてなら少しだけお話しすることができます。マスターは『プロジェクトルミナス』という言葉を御ご存ぞん知じでしょうか？」

「……いや。初めて聞く言葉かな」

「そうですか。それではまずワタシのことを理解してもらうためには、このプロジェクトについて理解してもらう必要がありそうです」

　まるで対岸の火事の出来事を語るかのような口調でルミナスは続ける。

「プロジェクトルミナスとは、簡単に言ってしまうと神機アーテイフアクトの搭とう乗じよう者しやである空装騎き士しの量産計画を意味します。神機に搭乗して禍か鬼きと戦闘できるほどの能力を持った人間は極ごく々ごく僅わずかな割合でしか生まれてきません。

　そこで魔術省は、魔術に対して才能を持ちやすい遺伝子配列を用いて人間を生み出す計画を立案しました。この計画によって生まれてきた人間の一人がワタシということになります」

　このときルミナスは説明を省いたが、プロジェクトルミナスの成果は芳かんばしくないものであった。

　人為的に強力な魔ま術じゆつ師しを量産する道はないかと世界各国の研究者たちが模も索さくを重ねたのだが――。

　優ゆう秀しゆうな魔術師が生まれる経緯は偶ぐう発はつ的てきな要素が強く、生産コストに見合った成果を得ることが難しかった。

　１９１９番のような規格外に優秀な個体が生まれたことは、魔術省にとって不幸中の幸いと言えた。

「……なるほど。五千人近い兄きよう妹だいがいるって言っていたのには、そういう経緯があったんだな」

　最初に聞いたときは何の冗談かと思ったが、そういう事情があるのなら納なつ得とくが行く。

「はい。ただこの五千という数値はあくまで仮のものでして実際は、何人のワタシたちが世に生み出されたのかは分かりません。ワタシたちは生まれたその瞬間から選別され、出来の悪い個体は廃はい棄きされていますから」

「…………」

　さもそれが当然のことであるかのようにルミナスは平然と言ってのける。

　ルミナスが背せ負おっている残ざん酷こくな境きよう遇ぐうに対し、空太はやり場のない憤いきどおりを覚えていた。

　生まれて間もない頃から感情を制御するシステムを肉体に埋うめ込まれたルミナスは、自身の環かん境きように悲しみを抱いだくことすらできないのだろう。




「？　マスター。お顔色が優すぐれないようですが、どうかしましたか？」




　空太が悲痛な表情をしていると、不思議そうな面持ちでルミナスは尋ねる。

「……いや。今の話を聞いていると、悲しい気分になってさ」

「悲しい？　ワタシの話の何処にマスターが悲しみを抱く要素があったのでしょうか？」

「廃棄ってことは多くの兄妹が死んじまったってことだろ？　人が死ぬっていうのは悲しいもんなんだよ」

「……そうなのですか。しかし、マスターが気にされる必要はありません。マスターはワタシたちとは何ら利害関係を共有しない無関係の存在ですから」

「…………」

　その言葉が彼かの女じよなりの気き遣づかいだということは直すぐに分かった。

　けれども。

　明確に線引きを示すかのような１９１９番の言葉は、空太の感情を逆さか撫なでするものであった。

「無関係なんて悲しいこと言うなよ。俺たちは同じ屋根の下で暮らしている、家族みたいなものだろう？」

　この瞬間、空太は義父と過ごした過去の記き憶おくを思い出していた。

　幼少の折。

　国営の施設で生活していた空太は禍鬼の襲しゆう撃げき事件を経へて、皐羽鉄てつ心しんという男に引き取られることになった。

　鉄心は空太たち兄妹のことを家族として温かく迎むかえ入いれた。

　身寄りがなく、自らの居場所すらも失った空太がこうして今ここに居られるのは家族の存在があったからに他ほかならない。
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「家族……ですか……」




　言葉の響きを確認するかのような口調で１９１９番は繰くり返かえす。

　家族とは見返りを求めないものだ。

　母性、父性といったものはルミナスが信条としているギブ＆テイクとは正反対の概がい念ねんである。

　１９１９番は胸の内より湧わき上あがる未知の感情に困こん惑わくしていた。

　そしてこの感情が明らかに戦闘にとって不要な概念であることを本能的に理解していた。




（ワタシとしたことが……感情制御システムが故障したのでしょうか）




　ルミナスの体内に組み込まれた感情の制御システムは完全なものではない。

　これまでにも咄とつ嗟さの弾はずみで感情が滲にじみ出でるという経験は何度かあった。

　けれども。

　自らの中にこれほど明確な感情の色を覚えたことは初めての経験であった。

　１９１９番はその夜。

　自分が不良品として捨てられるかもしれないという恐きよう怖ふで身を震ふるわせるのであった。





×　×　×






　此こ処こは天空都市に建設されたタワーホテル。

　その最上階の一室にて夕食を取る双ふた子ごの姉妹がいた。

「それで隊長。こんなところに、わたしたちを呼び出して一体何の用なんだ？」

　節操なく目の前のスペアリブを齧かじりながらも尋ねる少女の名前は、イリア・トゥーイドル。

　金きん髪ぱつの縦ロールとゴスロリドレスが印象的なやたらと目を惹ひく少女であった。

「イリア。お行ぎよう儀ぎが悪いですよ。人と喋しやべるときは、口にものを入れるのを止やめにしないと」

　上品にハンカチで口元を拭ぬぐいながらも、妹をたしなめる少女の名前はアリア・トゥーイドル。

　妹とウリ二つの外見をした、しっかり者の少女である。

「だって姉ちゃん。このホテルの料理、めちゃくちゃ美う味まいんだぜ！　それにスゲー高級な感じがする！　どれどれ。ここは一つ逆さか夜よねえの分も持ち帰っておいてやるか」

　イリアはそう前置きをすると鞄かばんの中から自前の弁当箱を取り出し、片かたっ端ぱしから料理を詰つめ込んで行く。

　妹のあまりの図ずう々ずうしさに呆れてアリアは溜ため息いきを吐つく。




「……貴様たち。いい加減にしないか。それ以上、茶番を続けるようならもう二度とディナーを経口摂取できないような体にしてやるぞ」




　双子の姉妹にそう警告する女性の名前は黛まゆずみ莉り玖く。

　彼女の外見を一言で表現するのであれば『武人』という言葉が相応ふさわしい。

　女性にしては珍めずらしい百七十センチを優に超こえる長身。

　精せい悍かんな顔立ちの中に添そえられた切れ長の眼めには、眼帯越ごしからも相手を射い貫ぬくような鋭するどさがあった。

「はいはい。分かりましたよ。黛隊長」

　莉玖に注意をされたイリアは渋しぶ々しぶと食事の手を止める。




「まず貴様らに報告しなければならないことがある。つい先日のことだ。私たち《呪われた子供たちナンバーズ》の一員である伊い角すみ憐れん子ことの連れん絡らくが付かなくなった」




「…………」

　椅い子すに腰こしを下ろした双子姉妹を見下ろしながらも莉玖は続ける。

「憐子が消息を絶つのと同時期に研究所に保管されていた《災さい厄やくの種たね》が何者かの手によって持ち出されたことを確認した。組織はこの一連の出来事に対して関連性のあるものだと判断している」

「なるほど。それで裏切り者の処分がわたしたちの次の仕事ってわけか」

　顔色を変えず平然とした口調でイリアは言った。

《呪われた子供たち》とはユベルが誇ほこる戦闘部隊であり、神機の操縦において卓越した才能を有している人間の集まりである。

　隊長の莉玖を含ふくめて総員十三人という少数精せい鋭えいで構成されているこの部隊は、ユベルにおける最強戦力との呼び声が高かった。




「いや。残念ながらその予想は外れている。私から貴様等らに下す命令は『何もするな』だ。貴様たちは私が良いというまでこのホテルに待機していれば良い」




「……はい？」

　上司の口から出た意外な言葉を受けてイリアの表情はキョトンとしたものになる。

「不可解に思う気持ちは分かるが、これは総そう帥すい直々の命令である。仮に命令に背そむいた場合は命はないものだと思え」

「お父様から……ですか……？」

　莉玖の言葉を受けたアリアは不思議そうに首を傾かしげる。

　ただでさえ謎なぞの多い命令であるのにそれが総帥直々のものだと分かれば尚なお更さらである。

　ユベルの総帥は自じ由ゆう奔ほん放ぽう、神しん出しゆつ鬼き没ぼつの人物であり――。

　組織の運営に関しては滅めつ多たなことでは口を挟はさまないことで知られていた。

「私からは以上だ。繰り返して言うが、仮にこの都市でどんなに大きな騒さわぎが起きたとしても私が許可するまでは絶対にこのホテルの外には出てはならないぞ」

「…………」

　上司が下した不可解な命令に対して、双子の姉妹は首を傾げるのであった。







第四話　クラウド・キャット







　パラパラと天から降ふり注ぐ水すい滴てきがアスファルトの上で弾け、小さな水みず溜たまりを作っている。

　この日の天空都市は珍しく雨模様であった。

　もっとも、雲の上を移動する天空都市における雨は地上のそれとは意味合いが違ってくる。

　オクタヴィアは世界的に珍しい雨の降る天空都市であり、この雨は魔ま術じゆつを用いて人工的に降らせているものである。

　どうして天空都市で雨を降らせる必要があるのか？

　その理由については様々な説が飛とび交かっているのだが、詳くわしい事情は一いつ般ぱんに知られていない。

　この試みについては天空都市の住人たちの間でも賛否両論だったりするのだが――。

　空そら太たとしては雨を降らせることに対して好意的に考えていた。

　これといって空太は雨という天気が好きというわけではない。

　けれども。

　雨が全く降らないというのは、それはそれで寂しいものである。

　雨の日があるからこそ、晴れの日を楽しめるというものだろう。

　空太は思う。

　もしかしたら天空都市に雨を降らせる理由も案外そんなところにあるのかもしれない。





×　×　×






（しまった。傘かさを忘れてきてしまった）

　とある日の放課後。

　自らの失態に気付いた空太は、学園の入口の前で立たち尽つくしていた。

　鞄の中に入れたはずの傘がない。

　おそらく寮の靴くつ箱ばこの上に置き忘れてしまったのだろう。




（……参ったな。今日の雨は一日中降るっていう予定だったし）




　オクタヴィアの天気予報は人工雨という性質上、的中率百パーセントを誇っている。

　月初めにその月の天気が街内の掲けい示じ板ばんに張り出されるのだが――。

　この予報が外れたことは過去に一度たりともない。

　天空都市でも梅雨つゆの季節を意識しているのだろう。

　空太の記憶が正しければ今日から三日間は雨が続く予報であった。




「空太。どうしたの？　こんなところでボサッとして」




　空太が頭を抱かかえていると、その場を通りがかったフェリシアが声をかける。

　フェリシアは自身の髪かみ色いろと同じ真しん紅くの傘を手にしていた。

「いやー。俺おれとしたことが、傘を寮に忘れてきちまってさ」

「なんだ。そんなこと」

　空太の言葉を聞いたフェリシアは肩かたをすくめて。




「安心しなさい。それなら購こう買ばい部ぶに――」




　購買部に売っているわよ、と続けようとしたフェリシアであったが、慌あわててこれを中止する。

（もしかしてこの状じよう況きようって……千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなのかも!?）

　フェリシアは思案する。

　仮にこのタイミングで自然に傘を貸す提案ができたのなら――。

　少女漫まん画がなどでよく見る『あいあい傘がさ』の状態で帰宅することができるのではないだろうか？

　幼少の頃より同性だらけの環境で育ったフェリシアにとって、それは夢のようなシチュエーションであった。

「？　購買部がどうしたんだ？」

「ううん！　何でもないの！　なんだか急に購買部のコロッケパンが食べたいなぁって思っちゃって！　アハハ！　アハハハハ！」

　カラカラと気き丈じような態度で笑うフェリシア。

　けれども、その内心は動揺の色が渦うず巻まいていた。




（ぬあ～っ！　アタシって本当バカ!?　もっと可愛かわいい誤ご魔ま化かし方はなかったわけ!?）




　これでは仮に納得させることが出来ても、食い意地の張った女と思われてしまうに違いない。

「あれ。コロッケパンなら今日の昼休みにも食っていなかったか？」

「……あ、えーっと。うん。そうなんだけど！　そうなんだけどね！　ウチの学校のコロッケパンは美味おいしいから何個でもおかわりできちゃうのよ！」

「へぇ。そんなに美味いなら今度の昼休みに俺も買ってみようかなぁ」

「…………」

　喋れば喋るほど墓ぼ穴けつを掘ほっている気がしてならなかった。

　意中の相手の中に『コロッケパンに執しゆう着ちやくする女子高生』というキャラクターが定着してしまったら目も当てられない。

（……こ、こうなったら！　何が何でもあいあい傘で帰らないと元が取れないわ！）

　開き直ったフェリシアが、空太に対して猛もうアタックを仕し掛かけにいこうとしたそのときであった。




「マスター。忘れものを届けに参りました」




　見覚えのある金髪の少女が空太たちの前に現れる。

　その少女、１９１９番は空太が靴箱の上に忘れていたはずの折おり畳たたみ傘を手にしていた。

「ああ。ルミナスか。サンキューな。わざわざ届けに来てくれたのか」

　何処どこか浮うき世よ離ばなれをした雰ふん囲い気きを有している１９１９番は、雨という天気がよく似合う少女であった。

　傘を差して立っているだけなのに――。

　その様子はまるで一枚の絵画を見ているかのように錯さつ覚かくさせるものであった。

「いいえ。マスターがお気になさる必要はありません。ワタシはマスターの同居人として当然のことをしただけです」

「うん。それは有あり難がたいんだけど。ところでお前が持ってきた傘って今差している一本だけか？」

「イェス。マスターのご指し摘てきの通りですが……」

「あ～。それだと帰りは二人になるから傘が一本足りなくなるよな」

「……!?」

　自らの失態に気付いた１９１９番はハッとなる。

　どうしてこんな簡単なことに気付かなかったのだろう？

　ここ最近の自分はやはり何かがおかしい。

　空太と過ごすようになってから１９１９番は、平常時には考えられないようなミスを繰り返すようになっていた。

「仕方がないやつだな。ちょっとそれを貸してみろ」

　空太は受け取った傘を自らの頭上に掲かかげるとルミナスの肩を抱き寄よせる。

「よし。今日はこの状態で帰るぞ。これなら傘が一本だけでも問題はないだろう」

「……スィ。了りよう解かいしました。マイマスター」

　体を寄せ合い一本の傘の下に入る二人の姿は、何処からどう見ても恋こい人びと同士にしか見えないものであった。




（不思議です。どうしてマスターの近くにいると胸の辺りがチクリと痛くなるのでしょうか……）




　空太と並んで歩く１９１９番は、自らの中に未知の感情を抱いていた。

　ただ近くにいるだけなのに胸の奥おくから温かい何かが込み上げてくるようであった。

　――一方で居たたまれないのはフェリシアである。

　どうしてこんなことになってしまったのか？

　その場の空気に耐たえきれなくなったフェリシアは、こっそりと空太たちの前から立ち去ろうとしていた。

「あれ。何処に行くんだ？　良かったらこれから一緒に帰らないか？」

　目め敏ざとくフェリシアの異変に気付いた空太は素そ朴ぼくな口調で提案する。




「うううっ！　アタシは今からコロッケパンを食べに行くの！　どうせアタシは食い意地の張った女ですよ！　空太のバカァァァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」




　フェリシアは高らかにそう告げると学園の廊ろう下かに全速力で駆かけだした。

（えーっと。何か……俺が間ま違ちがったことをしたのだろうか……？）

　涙なみだ目めで敗走するフェリシアの後ろ姿を目の当あたりにして、空太はそんな疑問を抱くのであった。





×　×　×






　その出会いは、空太がルミナスと二人で帰宅している途と中ちゆうに訪おとずれた。

「マスター。なんでしょうか。あの生き物は」

　ルミナスが指差す方向には、全身が毛むくじゃらのワタガシのような体毛を持った生物がいた。

　その生物は全身に泥どろ水みずを吸って、薄うす汚よごれていた。

「ああ。あの動物はたしかワタアメネコだな」

「……聞き覚えのない名前の動物ですね」

「まあ、ワタアメネコが生まれたのは最近のことだしな。ワタアメネコは人間が遺伝子操作によって作った品種なんだ」

「……なるほど。道理で野性味のない姿をしていると思いました」

　ワタアメネコ――正式名めい称しようクラウド・キャットの体型はボールのように丸い。

　その独特のフォルムは人間の庇ひ護ご欲よくを掻かきたてるものがあるが――。

　反面、ほとんど一頭身サイズであるが故に機き敏びんに動くことはできない。

　爪つめ・歯などの人間を傷つける恐おそれがある部位は、遺伝子操作によって意図的に退化させられていた。

「うん。こいつは人間がペットとして愛めでるために生み出した品種だからな。人に懐なつきやすいし、獣けもの特有の臭においもしないらしい」

「クエッチョン。どうしてそのような生物がこんなところにいるのでしょうか」

「うーん。見たところ首輪をしていないみたいだし、捨てネコなんじゃないかな」

　ワタアメネコは過去に国内のペット市場において、一世を風ふう靡びするムーブメントを巻き起こしたことがあった。

　その人気は絶大なものであり、山やま籠ごもりの修行をしていた空太の耳にも入るほどのものであった。

　けれども。

　最近では別の新しい品種のペットに話題を取られて人気が下火になっている。

　人気の落ちたワタアメネコが飼い主に捨てられるという話は、地上ではよく聞くものであった。




「くりゅ。くりゅううううう」




　ワタアメネコは空太たちの姿を見るなり、助けを求めるかのような鳴き声を上げる。

「マスター。飼い主に捨てられたこの動物は、今後一匹ぴきで生き長らえることが可能なのでしょうか？」

「……それは無理なんじゃないかな。人間が自分たちの都合で生み出した生物は大たい抵ていの場合、野生の動物としては欠けつ陥かんだらけだからな。こいつの場合は、動きが遅おそすぎて自力でエサを探すことが難しそうだ」

「そうですか……」

　空太の言葉を受けたルミナスは、目の前の生物に自らの境遇を重ねていた。




（この生物は少し……ワタシに似ているような気がします）




　人間の都合によって作られ、他者の庇護がなければ生きることができない。

　捨てられたワタアメネコの姿を見ていると未来の自分を見ているようでもあり――。

　１９１９番にとってなんだかそれはもの悲しいことのように思えた。

「気になっているならソイツのことをウチで飼ってみるか？」

「……!?」

　空太の言葉を聞いたルミナスは、自分が何を言われているのか一いつ瞬しゆん、理解ができなかった。

「ノン。このネコを飼育したところでマスターには何のメリットもありません」

「いやいや。こういうのは損得じゃないんだ。というか決めた。こいつは俺が飼うことにする」

「…………」

　空太の言葉を聞いたルミナスは安あん堵どをする。

　そして思いのほかワタアメネコに対して情を抱いていることに気付いた１９１９番は、自身の変化に対して戸と惑まどいを覚えていた。




「……スィ。マスターがそう言うのでしたら」




　１９１９番の許可を取った空太は満足気な笑えみを零こぼす。

「ルミナス。頼たのみがある。俺がこいつのことを飼うようになったら面めん倒どうを見るのを手伝ってくれないか？」

「ワタシが……面倒を？」

「ああ。朝昼は学園で授業を受けなくちゃならないから、俺一人で世話をするのは何かと不安なんだよな」

「スィ。そういうことでしたら可能な限りワタシもサポートさせて頂きます」

「ああ。よろしく頼むよ」

　空太の一存により、ワタアメネコは男だん子し寮りようで飼われることが決定する。




（今回のことが、ルミナスにとって何かプラスになると良いんだけどな）




　空太は思う。

　ルミナスが信条としているギブ＆テイクの考え方は間違ってはいない。

　人は何かを得るためには、何かを与えなければならない。

　社会というものは往おう々おうにしてそういうふうにできている。

　けれども。

　戦せん闘とう兵器として作られた彼女は知らないのだろう。

　人の行動原理は必ずしも損得に限られるわけではない。

　この世の中には、損得という概念を超えた世界もあるのだということを気付かせてやりたい。

　空太が捨てネコを飼おうと決めた経緯には、そういう理由が存在していた。





×　×　×






「なんですか！　このあざとい毛玉は!?」

　夜。

　中等部の寮りようから空太の部屋に遊びにきた愛あい海りは、ワタアメネコを指差してツッコミを入れた。

「ああ。そいつは今日からウチで飼うことになったネコだ」

　拾ったワタアメネコは汚よごれていたので、風ふ呂ろに入れてドライヤーで体毛を乾かわかしてやることにした。




「くりゅ。くりゅううううう」




　雨水に濡ぬれて体の温度が下がっていたのだろう。

　空太の家に来てからというものワタアメネコはすっかり元気を取とり戻もどしたらしく、独特の鳴き声を上げながら部屋の中を跳はね回まわっていた。

　その様子はまるでバウンドするゴムボールのようである。

「つーか。愛海。お前ってネコ嫌きらいだったっけ？」




「ネコ？　ええ、普ふ通つうに嫌いですよ。私がこの世で愛する哺ほ乳にゆう類るいは只ただ一人！　お兄さまだけですから」




「そ、そうか」

　エヘンと大きな胸を張る愛海。

　実の妹からの大だい胆たんな告白を受けて空太は、引ひき攣つった笑みを浮うかべていた。

「くりゅ。くりゅりゅ？」




「……グッ。鳴き声までもあざとらしい。聞いていると無む性しようにムカムカしてきます！　こいつっ。ワリバシに巻き付けて縁えん日にちの屋台で販はん売ばいしてやりましょうか！」




「……!?」

　愛海の暴力的な発言に気付いたルミナスはワタアメネコを手に抱えて、サッとそれを後ろに隠かくす。

「おい。お前が恐ろしいことを言うからルミナスが怖こわがっているじゃないか」

「ぐぬっ。ぐぬ～!!　何ですか。この状況は!?　これではまるで愛海が一人、悪者みたいじゃないですか!?」

「いや。事実そうだと思うけど？」

「う～。もしかするとお兄さまは、野の良ら猫ねこを見つけては『わぁ。可愛い♥』と言ってキャピキャピする系の女子がタイプだったのですか？　愛海的にはああいった露ろ骨こつに男子ウケを狙ねらっている手合いは生理的な嫌けん悪お感かんを覚えるのですが、お兄さまは動物を可愛がる女性に魅み力りよくを感じたりするのですか!?」

「……まあ、どちらかというと動物嫌いの女性よりは魅力的かな」




「なるほど。お兄さまの考えは分かりました。ならばこの不ふ肖しよう、皐さつき羽ば愛海。お兄さま好みの女となるために己おのれの信念を曲げることにします！」
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　愛海はそんな意味不明な言葉を口にするとワタアメネコの下に歩み寄る。

「わぁ！　何ですかこの可愛いネコチャンは！　とても可愛いですね！　本当に凄すごく可愛いです！」

「なんか褒ほめ方かたがわざとらしいな」

「ルミナスさん。愛海にもそのネコチャンを触さわらせて下さい」

「……スィ。構わないですが、乱暴なことはしないで下さい」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。愛海は今日から世界で一番動物に優やさしい女になりましたから」

　不自然な笑みを浮かべながらも、愛海がワタアメネコに触ふれようとしたそのときであった。




「くりゅっ！　くりゅりゅっ！」




　自身の身に危機感を覚えたワタアメネコは、ルミナスの手から離はなれて愛海に向かって体当たりをした。

「へぶっ!?」

　元気よく飛び跳ねるワタアメネコの体当たりは思いのほか強きよう烈れつであった。

　想定外の一いち撃げきを受けた愛海は、女子力の低そうな呻うめき声ごえを上げる。




「……ふふふ。やってくれましたね。このデブネコめ。正月のモチのように潰つぶしてやりましょうか」




　何処からともなくハンマーの形をした魔道具レガリアを取り出した愛海は、殺気の籠こもった声こわ音ねで呟つぶやきながらも黒い笑みを浮かべる。

「……世界で一番動物に優しい女になるんじゃなかったのかよ」

「い、いやだなー。お兄さま。可愛い妹のジョークですよ」

「デブネコではありません」

「なんですか。急に」

　怪け訝げんな表情を浮かべる愛海に向かってルミナスは説明をする。

「この子はデブネコではありません。ワタシが調べた情報によるとクラウド・キャットとは元々、丸みを帯びた体型が特とく徴ちよう的てきな品種なのです。この子の体型はむしろ、同品種の生物と比ひ較かくをすると痩やせている方だと推測されます。従って、この子のことをデブネコと呼ぶのは不適切だと思います」

「…………」

　まさかルミナスから反論されるとは思わなかったのだろう。

　流石さすがの愛海も予想外の出来事に対して呆あつ気けに取られているようであった。

「なあ。ルミナス。良い機会だし、そのネコに名前を付けてやってくれないか？　名前を付けたら他人からデブネコと呼ばれることもなくなるかもしれないぞ」

「……なるほど。名前を付けること自体は反対しないですが、ワタシにその役目は不向きです。ここはマスターが名付けるのが適任かと」

「いや。そのネコも俺よりお前に懐いているみたいだし。そこをなんとか頼むよ」

「…………」

　空太が頭を下げると１９１９番は暫しばらく無言でワタアメネコを見つめた後。




「提案です。識別番号１番……というのはどうでしょうか」




　そんな突とつ拍ぴよう子しもないアイデアを口にする。

「それだと……お前のお姉さんって意味になると思うんだけどいいのか？」

「ノン。たしかにそういう意味では不適切でした。別の候補を考えますので少々お待ち下さい」

　それから。

　何とか候補を絞しぼり出だそうとする１９１９番であったが、起動した直後のノートパソコンのように思考がフリーズしてしまう。




「……なるほど。名前を付けるのは何かと難しいのですね」




　結局、この場では良いアイデアが閃ひらめかなかったので、名前の件に関しては保留となる。

　空太は１９１９番に対し、ワタアメネコの名前を考えておくよう課題を与あたえるのであった。





×　×　×






　一方、同時刻。

　伊い角すみ憐れん子こは天空都市の第三区画に存在するユベルのアジトを訪れていた。




「それで、嬢じようちゃんかい。俺たちにメールを寄よ越こした《呪われた子供たちナンバーズ》の伊角憐子っていうのは？」




　中に入るなり憐子のことを出で迎むかえたのは、黒服にサングラスをかけた人相の悪い男であった。

　よく観察すると男の左ひだり腕うでは義手であることが分かる。

　男は暗くら闇やみの中でタバコに火を灯ともしながらも、憐子に向かってサングラス越しから鋭い眼まな差ざしを向けていた。

「いかにも。その通りです」

　平然とした口調で憐子が答えると、サングラスの男は笑みを零す。

「グハハ！　嬢ちゃんは命が惜おしくねえのか？　それとも此こ処こが一体何処なのかすら分からないのかい？」

「いいえ。それは十分に承知しているつもりです」

「……ほうほう。そいつは興味深いな」

　憐子の肝きもの据すわった態度を受けたサングラスの男は意味深に笑う。

　全世界で十万人以上の人的規模を誇るユベルという巨きよ大だい組織であるが、その構造は決して一枚岩ではない。

　ユベルの中には旧体制派と新体制派という二つの対立グループがあった。

　旧体制派とは、ユベルの創設理念である『反魔術』の思想を色いろ濃こく引き継ついだ人間たちのことを指す。

　彼かれらの多くは組織の設立当初から在ざい籍せきしている古株であり、組織が積極的に魔術を用いることに対して嫌悪感を抱いだいている。

　一方の新体制派とは、ユベルの総帥が入いれ替かわり急激な組織改編が行われて以降――。

　組織の内部で急激に頭角を現しているグループである。

　彼らの思想の根底にあるものは、『魔術を駆く逐ちくするには、魔術を行使することもやむをえない』という一種の矛む盾じゆんを抱えているものであった。

　新体制派のメンバーは最さい新しん鋭えいの魔道具の武装はもちろん、神機アーテイフアクトの独自開発、果ては禍か鬼きを生み出す《災厄の種》の研究にまで着手している。

　同じ『反魔術』の理念を掲げているにもかかわらず、二つのグループが対立するのには、このような経けい緯いが存在していた。




「そんじゃ、ま。手短に用件を話してもらいますか」




　男はそう言うと肺の中に入れた煙けむりを一いつ斉せいに吐はき出した。

　八畳じようほどの広さの部屋の中には、タバコの煙と奇き妙みような緊きん張ちよう感かんが充じゆう満まんする。

　このアジトは、旧体制派メンバーの極北。

　地上と天空都市を繫つなぐ転移ポータルが存在する以外は、これといって魔術を利用した文明の利器は見られない。

　神機の搭とう乗じよう者しやとして日々の訓練を行ってきた憐子たち《呪われた子供たち》と旧体制派のメンバーは、同じ組織に属ぞくしていながらも水と油のように相あい容いれない存在である。

　返答を誤れば、憐子とて無事にアジトから出ることはできないだろう。

　けれども、憐子は動じなかった。

　自分の命はあの日――。

　妹を失ってから無価値なものになったのだ。




（……今いま更さら、死ぬことなど怖くはない）




　憐子は無表情のまま、ポケットの中に入れていたＵＳＢメモリーをサングラスの男に投なげ渡わたした。

「ふむ。なんだい、これは？」

「その中に入っているのは、魔術省の役員が組織に対して行った不法献けん金きんの履り歴れき。新体制派の幹部のパーソナルデータ。組織が秘ひ密みつ裏りに開発を進めている新型神機の設計図。他にも……貴方あなたたちが欲ほしそうな情報を根こそぎ詰つめ込んできました」

「なに……？」

　サングラスの男は驚おどろきで目を見開く。

　何な故ぜならば――。

　憐子が口にした情報は、旧体制派のメンバーが喉のどから手が出るほど欲ほつしていたものであったからだ。




「私は組織を裏切りました。だから取引をしませんか？　私が渡すのは情報。その代わり貴方の持っている兵隊を貸して欲しい」




　憐子が淀よどみなく用件を説明すると、サングラスの男は途と端たんに真しん剣けんな雰囲気になる。

「……なるほど。面おも白しろい。それじゃ、ま。募つのる話もあるだろうし、奥の部屋で詳しく話を聞こうじゃないか」

「了解しました」

　憐子は軽く頭を下げると、サングラスの男に連れられるまま、アジトの奥に向かって歩みを進めて行く。

　憐子の思おもい描えがいていたルミナスに対する復ふく讐しゆうの計画は、着々とその準備を整えつつあった。




（……待っていてね。深み夏なつ）




　今は亡なき妹の姿を思い浮かべながらも、憐子はアジトの地下階段を降りて行く。

　彼かの女じよの目前には、先の見えない闇やみが一面に広がっていた。







第五話　雨の日の出来事（前編）







　空そら太たの部屋にワタアメネコがやってきてから一週間の時が流れた。

　元々、ペットとして飼われるために改良された品種ということもあり、ワタアメネコは空太たちによく懐いた。

　最初は世話の一部を手伝ってもらうだけの予定だったのだが、実質的にワタアメネコの面倒を見るのは１９１９番の仕事になっている。

　ワタアメネコを飼い始めてからの彼女の変化は顕けん著ちよなものであった。




「ネコさん。ご飯の時間です」

「くりゅ！　くりゅりゅ！」




　何よりもまず感情を表情に出すことが多くなった。

　今だってそうだ。

　銀色の皿に頭を突っ込みながら、キャットフードを食べているワタアメネコを見つめるルミナスは終始笑え顔がおであった。

　この都市にやってきた当初からは考えられないような変わりようである。

　何もかも上う手まく行っていた。

　１９１９番の変化を好意的に捉とらえていた空太は、そんな風に考えていた。





×　×　×






　その日の夜。

　空太の部屋の押おし入いれの中で床とこに就ついたルミナスは、持参したノートパソコンを用いて魔ま術じゆつ省しように提出するためのレポートを作成していた。

　計画は順調に進んでいる。

　今のところ空太が何か特とく殊しゆな力を発揮した形けい跡せきはないが、監かん視しの任務は問題なくこなせているだろう。

　あとは指定された期日まで、この生活を続けていれば自分の仕事も終わる。

　五千以上の個体が存在するルミナスたちの中でも１９１９番は、戦闘以外の任務に従事した経験に乏とぼしく、不安な要素もあったが、このまま何事もなければ、無事に任務を達成できそうである。

　けれども、何故だろう。

　ルミナスの胸の中にはモヤモヤとした拭ぬぐいようのない感情があった。




（……最近のワタシは、何処かおかしいです）




　天空都市で仕事を始めてからというもの、何かと違い和わ感かんを覚えることは多かったのだが、ここ最近の変化は度どし難がたいものであった。

　モヤモヤの正体について一つだけ心当たりがある。

　計画の進しん捗ちよく自体は順調であるのだが、自身の身におきている変化が、任務にとって不要なものであることも本能的に理解しているからではないのだろうか？

　魔術省が求めるのは、与えられた仕事に対して何の疑問を抱かない従順な駒こまだけである。

　規格に合わない個体は処分されるだけ。

　これまで１９１９番は、常に死と隣となり合あわせの環かん境きようで生活していた。

（……何か、手を打たなければなりません）

　このまま生活を送っていると何処どこか後あと戻もどりできない場所に行ってしまいそうで、１９１９番はそれを恐れていた。





×　×　×






　周囲の人間たちが寝ね静しずまった深夜。

　１９１９番はとある決意を胸に抱いてそっと押入れの襖ふすまを開く。




「ごめんなさい。……貴方には何も罪はないのですが」




　部屋で寝ねていたワタアメネコを抱きかかえた金きん髪ぱつの少女は、誰だれに向けるわけでもなく謝罪の言葉を口にした。

　１９１９番はワタアメネコを元いた場所に戻すことを決意していた。

　ここ最近、自分が変わってしまった原因の一つが目の前の生物にあることは、自覚していたことであった。

　今更、ワタアメネコと距きよ離りを置いたところで自身の身に起きた変化をなかったことにできるわけではないのだが――。

　それを考えることが出来るだけの冷静さは１９１９番の中になかった。

　１９１９番はワタアメネコを元にいた場所に戻すため、こっそりと寮を抜ぬけ出すのであった。





×　×　×






　その日の夜は六月に入って以来の強雨であった。

　刺さすような雨がルミナスの身体に降り注ぐ。




（……チョベリバです。傘かさくらい持ってくるべきだったでしょうか？）




　雨水を吸ってぬかるんだ地面を蹴けりながら、１９１９番はぼんやりとそんなことを考えていた。

　自分が雨水に晒さらされる分には一向に構わないのだが、手にしたワタアメネコが水に塗まみれるのは心が痛んだ。




（あの林の中なら少しは雨水を凌しのぐことができるかもしれません）




　当初は元いた場所に戻す予定だったが、想定外の強雨により計画を変へん更こうする。

　１９１９番は、これから見捨てようという生物に気き遣づかうという矛盾した行動に気付いてはいなかった。

　人工林の中に足を踏ふみ入れた、その時。

　青々とした葉の生おい茂しげった一本の大木を発見する。

　この木の下なら雨宿りになるだろうと判断した１９１９番は、手にしたワタアメネコを放すことにした。




「くりゅ？」




　地面に置かれたワタアメネコは、円つぶらな瞳ひとみを金髪の少女に向ける。

　そして体にたっぷりと泥どろを付けたまま１９１９番の足元に擦すり寄った。

「……ごめんなさい。ワタシはもう貴方の面倒を見ることは出来ないのです」

　１９１９番はワタアメネコの頭を撫なでながらも表情に影かげを落とす。

　意を決して踵きびすを返すと、そのまま人工林の中を駆け抜けた。

　１９１９番は振ふり返かえらなかった。

　振り返ってはいけないような気がした。

　目元がやけに濡れているような気がしたが、彼女にはそれが雨なのか涙なのか分からなかった。

　気持ちが悪い。吐はき気けがする。

　１９１９番の胸中には言葉にならない雑多な感情が渦うず巻まいていた。







「ちょいと失礼。あんたがルミナスさんかい」







　突とつ如じよとして男の声が聞こえた。

　気付くと、ルミナスは囲まれていた。

　数は多い。

　正確な数は判断できないが、目算して二十人近くはいるだろう。

　彼らは一様にして黒色の防護服プロテクターを身に着けており、それぞれ多種多様の武器を装備していた。

　一つ奇妙な点を挙げるとするならば――。

　男たちの装備がどれも前時代的な、魔ま力りよくを介かいさないものだということであった。

「スィ。その通りですが、そういう貴方たちは、どなた様でしょうか」

「……別に名乗るほどの者ではない。ただちょいと魔術省には恨うらみを持っているもんでね。あんたには悪いが、俺おれたちの野望のために消えてもらうぜ」

　男たちはそう啖たん呵かを切ると手にした拳けん銃じゆうを構えて、その銃じゆう口こうを一斉にルミナスの方に向ける。

　突とつ然ぜんの襲しゆう撃げきにもかかわらず、ルミナスの様子は落おち着つき払はらったものであった。

　魔術省という組織はその職務の特性上、日本の内外を問わず敵が多い。

　反魔術の理念を掲かかげるテロ組織に襲撃を受けることは、ルミナスにとって日にち常じよう茶さ飯はん事じであった。

　こういった手合いに襲おそわれたときのマニュアルは決まっていた。

　可能な限り迅じん速そくに敵を無力化し、生きたままの状態で魔術省の職員に身み柄がらを渡すことである。




「撃うて！」




　男の一人が合図をすると深夜の人工林の中に次々と銃じゆう声せいが鳴なり響ひびく。

　旧式の兵器特有の火薬の臭いが男たちの周囲に立ち込めた。

　瞬しゆん間かん。

　１９１９番はぬかるんだ地面を蹴って空高くに跳ちよう躍やくした。

　表向きには法律では禁じられている肉体強化機材を体内に宿した１９１９番の跳躍力は、人間の限界を遥はるかに超ちよう越えつしたものであった。

　宵よい闇やみに吸い込まれたかのように忽こつ然ぜんと姿を消した少女を、男たちは必死に捜さがし始める。




「……ああ。なんて単純で楽な仕事なのでしょう」




　１９１９番は男たちを見下ろしながら独り言のように呟いた後。

　体内に内蔵した転移領域ドメインの魔術基盤コア・メソツドを用いて槍やりの形をした魔道具レガリアを顕けん現げん化か。

　そのまま反はん撃げきを開始するのであった。





×　×　×






　１９１９番と男たちとの戦いはワンサイドゲームと呼ぶに相応ふさわしいものであった。

　幼少期より厳しい訓練を重ねたルミナスは、神機アーテイフアクトを用いない白兵戦において七星騎き士しの中でも最強に近い戦闘能力を有していた。

「何をやっている!?　相手はたったの一人だぞ！」

　魔術省の施し設せつで過か酷こくな戦闘訓練を重ねてきたルミナスにとって、男たちの武器から放たれた弾だん丸がんは蝿はえが止まるスピードのように見えた。




「雷ライトニング壁・ウオール」




　自身の周囲に無数の雷かみなりを発生させるこの魔術は、数ある雷領域の魔術の中でも最も基本的な種類のものである。

　だがしかし。

　普通の人間が扱あつかえば取り立てて特別なところがない魔術も、七星騎士の一人に数えられる１９１９番が使えば必殺の一撃となる。

　１９１９番は天を駆かけるかのような跳躍で弾丸の嵐あらしを回かい避ひしながらも、男たちの頭上に雷らい撃げきの嵐を浴びせ続ける。

　有う象ぞう無む象ぞうがいくら束たばになったところで相手になるはずもなく――。

　一人、また一人と雷領域の魔術を受けた男たちは意識を暗転させて行く。




（……この程度の相手なら仲間を呼び出すまでもないですね）




　１９１９番は体内に内蔵した転移領域の魔術基盤を用いて、サポートタイプの同どう胞ほうたちを呼び出す力を持っている。

　けれども。

　戦うために作られた自分とは違ちがって、サポートタイプの同胞たちの戦闘能力は決して高いものではない。

　ここは自分一人で戦った方が被ひ害がいを最小限に抑おさえることができるだろう。




「ふーん。相変わらず戦闘の時は機械のように冷静なのね」




　突如として、女性の声が聞こえた。

　声のした方に目をやると、ポニーテールの少女が戦闘の様子を眺ながめているところであった。

　その少女、伊い角すみ憐れん子こが周囲の男たちとは一線を画す手て練だれだということは、内包する魔力量から推おし量はかることができた。

「……人ひと違ちがいではないでしょうか。その口くち振ぶりだとワタシが以前に貴方と何処かで会ったように聞こえるのですが、貴方の容姿に見覚えがありません」

「ふふふ。たしかにアンタとは初対面になるかもしれないが、アンタの姉妹には世話になったことがあったのよ」

「なるほど。つまりは復讐ですか」

　顔色一つ変えずに澄すました口振りでルミナスは述べる。

　戦闘兵器としてこの世に生を受けて、全国に五千体以上の同胞を有するルミナスは他者からの恨みを非常に買いやすい立場にあった。

　自分の起こした行動だけに留とどまらず――。

　姉妹たちが起こした行動によって恨みを買われることがあるので１９１９番の下を訪おとずれる復讐者は後を絶たない。

　１９１９番はこれまでそういった手合いを、幾いく度どとなく返り討うちにしてきた。




「分かっているなら話は早いな」




　憐子はそう前置きすると、手にした拳銃型の魔道具から神機を顕現化。

　重力領域の魔術基盤を操作して天高くに舞まい上あがる。

（……やはりユベルの手の者でしたか）

　ルミナスは憐子の行動を受けて推測をする。

　反魔術の理念を掲げる組織は全国に数あれど神機を保有できるほどの経済力・技術力を有したものとなれば限られる。




「神機、展開」




　１９１９番は短く呟くと、手にした槍型の魔道具から神機を顕現化する。

　傀雷レクテイフイア。

　１９１９番の使用する機体は、第一世代モデルの中でも機動力に特化した特殊な神機であった。

　第一世代モデルとは、神機の中でも魔術基盤を搭乗者の背後に集中させた機体のことを指す。

　現在主流となっている第二世代モデルの神機と比較をすると、大型の魔術基盤を搭とう載さいできるというメリットがある反面――。

　機動力では軽量化の進んだ第二世代モデルと比較をして大きく水をあけることになる。

　ところが。

　ルミナスが使用する傀雷は、《雷領域》の魔術基盤で生成したエネルギーを利用して、高速で移動することをコンセプトにおいた神機である。

　その機動力は第二世代モデルをも凌りよう駕がし、限りなく音速に近いスピードで移動することを可能にしていた。




「……復讐する相手を間ま違ちがえましたね。貴方ではワタシに勝つことはできませんよ」




　相手が神機を持ち出してくるのは想定外であったが、それでも自分の優位が揺ゆらぐわけではない。

　１９１９番は憐子に接近しながらも、雷領域の魔術基盤で生成したエネルギーを傀雷に与える。

　魔術の力により機動力を上げた傀雷は、バリバリという独特の音を立てながらも加速を続けていく。




「ふふふ。ところでさっき面白い生物を拾ったんだけど。こいつが何か、アンタには分かるか？」




　憐子が首根っこを掴つかんでいるそれを見た次の瞬間、ルミナスは絶句した。

　その生物は先さき程ほど、ルミナスが林の中に捨てたはずのワタアメネコであった。

　しかし、動どう揺ようを見せてはいけない。

　命を賭かけた戦せん闘とうにおいては、一いつ瞬しゆんの油断が生死を分けかねないことをルミナスは誰よりも理解していた。




「ハハッ。大切にしていたペットがピンチだっていうのに薄はく情じようなやつだな。それならこれでどうだ？」




　憐子はそう前置きすると手にしたワタアメネコを放ほうり投げる。

　ゴムボールのような体型をしたワタアメネコは綺き麗れいな放物線を描いて空を飛んだ。




「くりゅ!?　くりゅううううううううううっ！」




　このまま地面に落下すれば命はない。

　かといって神機を用いた空中戦闘では、サポートタイプの仲間を召しよう喚かんして助けてもらうなどという芸当も不可能である。

　ルミナスは半ば無意識の内に神機の軌き道どうを強ごう引いんに変化させ、ワタアメネコの下に向かって駆く動どうさせていた。

　憐子はその行動を見計らったように神機に内蔵された転移領域の魔術基盤を用いて、ガトリング砲ほうの形をした魔道具を顕現化する。

　全長三メートルにも及およぶその巨大兵器は、憐子にとって切り札とも言えるものであった。

　同じ第一世代モデルの神機であっても二人の機体の性能は正反対のものである。

　憐子の使用する神機は、第一世代モデルの特性をフルに活いかした火力特化型である。




「殺人兵器の分際で……一丁前に人間様のような感情を持っているんじゃねえよ！」




　銃口を向けた先は、自身の投げたワタアメネコである。

　相手がどんなに速く動くことができようとも、何処に行くかを事前に予想できるのなら、こんなに楽な狩かりはない。

　憐子は持てる魔力を最大限に注ぎ込んで手にした魔道具のトリガーを引く。

「……ッ!!」

　ルミナスが落下するワタアメネコをキャッチしたその直後。

　憐子の放った弾だん幕まくがルミナスの機体に直ちよく撃げきする。

　魔ま力りよく弾だんによる衝しよう撃げきで神機に強烈な振しん動どうが伝う。

　視界が赤く染まり、今にも意識が飛びそうな激痛がルミナスを襲おそう。




（一体……どうしてこんなことになってしまったのでしょうか）




　怯おびえで体を震ふるわせるワタアメネコを抱きかかえながらも、ルミナスはそんなことを思った。





×　×　×






　その日は、やけに風の強い夜であった。

　雨風がしきりにガラス窓を叩たたき、部屋の隙すき間まから音を響かせている。

　そのとき。

　ドンドンと扉を叩く音が空太の部屋に鳴り響いた。

　空太は外から聞こえてくる騒そう音おんで目を覚ます。

　入口のドアを開けると、見覚えのある少女がそこにいた。




「……!?　おいおい。どうしたんだよ。その格好は!?　ズブ濡ぬれじゃないか!?」




　ドアの前に立ったルミナスの服は、ビッショリと濡れていた。

　先程まで傘も差さずに大雨の中、外出をしていたのだろう。

　ルミナスの足元には小さな水みず溜たまりができていた。




「マスター。助けて下さい。ワタシの仲間、ピンチです」




　その一言により空太は大まかに状じよう況きようを察した。

　何い時つもより喋しやべり方かたにぎこちなさを感じたので確かく認にんをしてみると、目の前の少女が胸に付けたネームプレートに書かれた番号は１９１９番ではなかった。

　この少女は空太と共に生活をしていた１９１９番ではない。

　ルミナスの言葉を借りるならサポートタイプということだろう。

　入口の周囲を見み回まわしてみると１９１９番が使っていた靴くつがなかった。

　これらのことから推測するに――。

　１９１９番が深夜に何処どこかに外出した結果、何らかの事件に巻き込まれたということなのだろう。




「仲間っていうのは１９１９番のことだな？　案内してくれ！」




　空太の言葉を受けたルミナスはコクリと首しゆ肯こうする。

　言葉はなくても雨水に濡れた衣服を見れば、事態の深刻さを察することができた。

　１９１９番の危機を知った空太は、彼女の下に全速力で向かうのであった。







第六話　雨の日の出来事（後編）







　憐れん子この策略に嵌はまった１９１９番は、一方的な戦闘を強しいられていた。

　ワタアメネコを抱かかえている状態では、持ち前の機動力を活かした戦闘スタイルを取ることができない。

　両手の塞ふさがっている状態では魔道具レガリアから魔術を構築することも出来ないし、神機アーテイフアクト同士の戦いではサポートタイプの仲間を召喚しても余計な犠ぎ牲せいを増やすだけである。

　何かを守りながら戦うことが、こんなにも不自由なことであるとは思いもしなかった。

　やるべきことは分かっている。

　手にしている生物を見み離はなせば、自由に戦うことができる。

　けれども。

　一度は捨てることを決意したはずなのに――。

　ルミナスにはどうしてもワタアメネコを手放すことができなかった。




「ほらほら！　反撃しろよ！　殺人兵器！」




　憐子はルミナスに攻こう撃げきを仕し掛かけながらも、ようやく復讐が果たせるのだという歓かん喜きに酔よいしれていた。

　伊い角すみ憐子は七年前の過去最悪の禍か鬼き襲しゆう撃げき事件、大厄災によって両親を失い、この事件を契けい機きにユベルに引き取られることになった。

　憐子には深み夏なつという名前の歳としの一つ離はなれた妹がいた。

　深夏は生まれつき体が弱く、小学校の体育の時間には、何時も見学をしているような子供であった。

　両親を失った憐子にとって、たった一人の家族である深夏は何物にも代かえがたい存在であった。

　伊角姉妹は当初、ユベル内部の情報処理部門に所属していたのだが――。

　魔術に対する高い適性を見み出いだされた憐子は、途と中ちゆうから戦闘を生業なりわいとした部署に転属されることになった。

　憐子は人を殺す仕事を躊躇ためらわなかった。

　何故ならば――。

　妹の深夏が生まれつき体が弱いため組織にとって『不要』な存在であったからである。

　自分が組織に貢こう献けんしないと妹が処分されるかもしれないという強きよう迫はく観念により、憐子は身を粉にして働くことができた。

　そんな憐子の努力が実を結んだのか、やがて彼女は組織の中でも頭角を現して《呪われた子供たちナンバーズ》の一人に数えられるようになっていった。

　けれども。

　二年前にルミナスの一人がユベルのアジトを襲撃し、妹を失って以来、憐子の仕事に対するモチベーションは変わっていった。

　それはたった一人の家族である妹を殺したルミナスに対する復讐であった。

　中でも五千体以上の個体が存在するルミナスたちの頂点に君臨する１９１９番を殺すことは、彼女にとっての至上の目的になっていた。

　魔術省で生産されているルミナスたちが、１９１９番の遺伝子配列を元にして作られたクローンであることは、ここ最近になって知ったことである。

　自身の張った情じよう報ほう網もうから、天空都市オクタヴィアに１９１９番が来ることを知った憐子は歓喜した。

　これでようやく妹を殺したルミナスに復讐をすることができる。

　そう考えた憐子は組織を裏切り、無断で《災さい厄やくの種たね》を持ち出し、ユベル内部の『旧体制派』のメンバーと協力関係を結ぶのであった。




（……そろそろ逃にげ回まわるのも限界でしょうか）




　ルミナスの専用機《傀雷レクテイフイア》のシールド残量は二割を下回り、心身の疲ひ労ろうはピークに達しようとしていた。

　チャンスを見計らっていたかのように憐子の魔道具から大量の魔力弾が射出される。

　その攻撃をモロに受けた１９１９番の神機は強制解除パージを引き起こす。




「…………ッ」




　神機を失い、地面に叩き落とされたルミナスは小さな呻うめきを上げる。

　ワタアメネコを庇かばうように落下したからだろうか？

　ロクに受け身も取れない状態で落下した１９１９番は全身に鈍にぶい痛みを感じていた。

　これでは敵に背を向けて逃げることすら出来はしない。
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「さぁ。これで最後の仕上げだ」




　一連の様子を目まの当あたりにした憐子は、満足気な笑えみを浮うかべる。

「最初に言っておくと……楽に殺してはあげないわよ」

　憐子の服の内ポケットの中には、この日のために用意した拷ごう問もん用ようのナイフが入っている。

　あえて研とぎ方を鈍にぶくしたのは憐子の中の拘こだわりである。

　切れ味の鈍い刃は物もので殺す方が、鋭するどいもので殺すよりも、長く復ふく讐しゆうを楽しむことが出来るだろう。

　だがしかし。

　目の前の少女を嬲なぶるのは魔力弾で足を潰つぶし、機動力を削そいでからでも遅くはあるまい。

　そう判断した憐子が手にした魔道具から弾丸を射出した直後であった。




「……!?」




　突如としてルミナスの目の前に無数の氷の礫つぶてが出現して魔力弾を相そう殺さいした。

　その氷の正体が、空そら太たの手にした氷の魔ま剣けんの力によって生み出されたものであることを理解するのに１９１９番は幾いく分ぶんの時間を要した。




「……マスター。どうして？」




　ここで１９１９番が口にした「どうして」という言葉は「どうして此こ処こにいるのか？」という意味ではない。

　どうして自分の前で能力を使ったのか？　という意図のものであった。

　魔術省からルミナスが派は遣けんされた理由は空太も十分に理解しているはずである。

　――事前に受けていた報告によると空太の魔力適性は、全すべての領域ドメインでゼロにも等しいものであった。

　けれども。

　空太が作り出した氷の魔術は、１９１９番がこれまでに見たどんな魔術とも似つかないほど強力なものである。

　能力を隠かくさなければ自分の命すら危ない状況だというのに、何の躊躇いもなく自分を助けた空太の行動に１９１９番は戸と惑まどいを覚えていた。




「答えは、お前の手の中にあるものなんじゃないのか？」




　１９１９番は自分が守ろうとした――ワタアメネコの姿を見てハッとなる。

　結果だけを考えれば、たしかに自分も危険を顧かえりみずに目の前の生物を助けたことになる。

　１９１９番は思う。

　空太が自分を助けた理由は、自分がワタアメネコを助けた理由と共通するのではないだろうか。




「……ふーん。アンタは、確か皐さつき羽ば空太と言ったっけ」




　想定外の人物の登場にもかかわらず、憐子は冷静であった。

　前ぜん代だい未み聞もんの男の空装騎士、空太の存在は憐子も既すでに認にん知ちしていたことである。

　ユベルの旧体制派と手を組んだのは、ルミナスの監かん視し任務を遂すい行こうするためだけのものではない。

　憐子は１９１９番との戦闘時に邪じや魔ま者ものが入った時の対応策を、事前に用意していたのであった。

「この氷……。聞いていた情報と違うわね。アンタはたしか……魔ま術じゆつの才能は全くなかったという話だけど」

「……さぁな。その情報っていうのが、単にお前の聞きき間違いだったんじゃないか？」

「ふーん。まあ、私は別にどっちでも良いのだけどね」

　空太が惚とぼけると憐子は余よ裕ゆうの笑みを浮かべて。




「どちらにせよ……剣けん術じゆつなんていう時じ代だい錯さく誤ごの技に頼たよっている男なんかに、私の相手が務まるはずがないからな」




　憐子がパチンと指をならした直後。

　林の中に不ふ穏おんな魔力の気配を感じた。

　空太は過去に一度だけ、今回と同じ魔力の流れを見たことがあった。

　それは人体の中に埋うめ込まれた、災厄の種が発芽して、禍鬼が生まれる予よ兆ちようを示すものであった。

　地面に転がったユベルの戦せん闘とう員いんの体を食い破り、突如としてそれは現れた。

　無数の触しよく手しゆと大きな外がい殻かくを持ったその生物は、太古の地球に存在していた生物であるアンモナイトのような形状をしていた。

　その全長はおよそ十メートルを超こえるだろう。

　アンモナイトの形状をした巨きよ大だいな禍鬼たちは、口内から無数の触手を伸のばして、空太たちを取り囲んでいた。

「ルミナス。下がっていろ。後のことは俺が何とかする」

「……しかし、それではマスターに何のメリットもありません」

　空太は利害関係に固こ執しつするルミナスの言葉を吹ふき飛とばすかのような笑みを浮かべる。




「見返りなんていらねえよ。自分の家族を守るのに理由なんて必要ないだろ？」




　このときルミナスは生まれてから初めて『家族』という言葉の本当の意味が分かったような気がした。

（……そうでした。マスターは最初からそういう人でしたね）

　そして空太が自分のことを家族として認めていることが堪たまらなく嬉うれしかった。




「ありがとうございます。マイマスター」




　１９１９番が感謝の言葉を口にした次の瞬間。

　闇やみ夜よを照らす眩まばゆい光が辺り一帯を覆おおい尽つくす。

　光はやがて空太の手にした神聖剣アークブレイドに集約され、黄金の光に包まれた神聖剣はその形状を変化させて行く。

　神聖剣――第二形態《雷らい迅じんの魔ま剱けん》。

　空太の中にある雷領域の適性値を感知した《閃煌エスペランザ》は自立成長機能により、その形状をより最適なものへと変化させて行く。

　さながらそれは――雷の魔剱と言ったところだろうか。

　雷の力を纏まとった神聖剣からは、空太がこれまでに感じたことのない力が伝わってくるようであった。




「私の邪じや魔まをするアンタが悪いんだぜ！　くたばりやがれ！　剣術使い！」




　憐子の言葉に呼応するかのように周囲の禍鬼たちは、口内の触手を伸ばして空太の機体を強きよう襲しゆうする。




（行ける！　この剣なら……っ！）




　だがしかし。

　新たなる神聖剣の力を得た空太の中には、奇き妙みような余裕があった。

　空太は手にした雷の魔剱を上段に構え、相手の攻撃を迎むかえ撃つべく空を蹴ける。

　雷領域の適性値を感知して変形した《閃煌》は、その移動スピードを格段に向上させていた。

　空太の放った神速の一ひと太た刀ちは禍鬼の触手を切断。

　目にも止まらない連撃によって無数の触手を掻かい潜くぐり、そのまま禍鬼の肉体に鋭い斬ざん撃げきを浴びせる。




「ぐぎっ。ぐぎいいいいいいい！」




　瞬間、禍鬼の断だん末まつ魔まが人工林に木こ霊だまする。
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　神聖剣が纏った電流を受けて、禍鬼はその体を黒ずみに変えて行く。

「なにっ……!?」

　一連の動作を目の当あたりにした憐子は絶句していた。

　突とつ如じよとして空太の手にした剣が雷の力を纏い始めたことにも驚おどろいたが、問題の本質はそこではない。

　空太が禍鬼を屠ほふるまでに要した時間は瞬まばたきをするかのような刹せつ那なのことであった。

　憐子にとって何より驚きよう異い的てきだったのが、神速の域に達した空太の刀かたな捌さばきである。

　速いとかそういう次元の話ではない――。

　空太の斬撃は全くその剣筋を目で追うことが出来ず、常人に認にん識しきできるのは『斬きられた』という結果のみである。

　先程までの圧あつ倒とう的てきな優位であった状況から一転。

　空太の剣術を目の当たりにした憐子はパニックに陥おちいっていた。




「クソッ！　なんなんだよ。こいつの剣は!?」




　憐子の合図により周囲の禍鬼たちは、彼かの女じよの機体を守るかのように肉にく壁へきを作ろうとする。

　けれども。

　空太の殲せん滅めつスピードは禍鬼が隊列を整える隙すきすらも与あたえない。

　雷の力を纏った神聖剣は一匹ぴき、また一匹と憐子の周囲の禍鬼たちを屠って行く。




「くるなっ。くるなぁぁぁっ！」




　憐子の神機は遠えん距きよ離り攻こう撃げきの火力に特化した第一世代モデルである。

　敵の接近を許せば小回りが利きかず、遅おくれを取ることは必ひつ至しであった。

　憐子は体内の全ての魔ま力りよくを手にした魔道具に集中させて、弾幕の嵐を展開させる。

　ところが――。

　空太の進しん撃げきは止まらない。




　皐羽流剣けん技ぎ――終つい新しん・二の太た刀ち《破は鬼きの皇こう剣けん》。




　皐羽流を現代にも通じる剣技に昇しよう華かさせた『終新シリーズ』である《破鬼の皇剣》は相手が構築した魔術の最重要クリテイカル基点・ポイントを神速の一刀によって破壊し、魔術のロジックを根本から消しよう滅めつさせるものである。

　手にした《神聖剣》で迫せまり来る魔力弾を全て破壊した空太は、最短距離で憐子の機体に接近する。




「……安心しろ。命までは取りはしねえよ」




　憐子の機体を射程に捉とらえた空太はおもむろに呟つぶやく。

　そして自らの持てる力を最大限に込めたまま手にした剣を振ふりかざす。

　次の瞬しゆん間かん。

　空太の使用した剣技は、皐羽流剣技の中で唯ゆい一いつの連れん続ぞく技わざであった。

　古来より暗殺を生業にした皐羽流において二撃目という概がい念ねんは存在しない。

　何な故ぜならば――。

　一いち撃げきで相手を仕留められないということは暗殺者として恥はずべきことであり、最初から二撃目を想定した剣技は皐羽流とは相あい容いれないものであるからだ。

　どのような状況下においても「この一撃に全てを込める」という気き概がいでいるからこそ、皐羽流は暗殺剣技としての技能を高めることが出来た。

　けれども。

　時が流れ、魔術の興こう隆りゆうにより、一撃で相手を仕留めるという皐羽流の理念は通用しないものになっていった。

　魔力エンチヤウン障壁ト・シールドという万ばん能のう防ぼう御ぎよシステムを搭載している神機。

　弾だん丸がんを弾はじくほど強きよう靭じんな皮ひ膚ふに覆われている禍鬼。

　皐羽流剣技を体得したものでも、それらを一撃で仕留めることは困難を極きわめる。




　皐羽流剣技――終つい新しん・五の太刀《風ふう林りん火か斬ざん》。




　皐羽流剣技において唯一の連続攻撃であるこの技は、「この一撃に全てを込める」という気概による剣撃を四回に分けて放つ、というある種の矛む盾じゆんしたコンセプトを有している。




「やめ、やめろぉぉぉおおおお！」




　憐子の神機に空太の斬撃が走る。

　風のように疾はやい一撃目。

　林のように静せい寂じやくな二撃目。

　火か炎えんのように相手の魔ま術じゆつ障しよう壁へきを焼やき払はらう三撃目。

　そして全てを斬り伏ふせ、虚きよに還かえす四撃目。

　会心の一撃を四度受けた憐子の神機は、左右の強化外腕ストレングスアームを切断され、重力領域の魔術基盤を損そん壊かいさせる。

　動力源を失った憐子の神機は、そのまま人工林の中にゆっくりと墜つい落らくして行く。

　戦いが終わったことを悟さとった空太は地面に足を付けると手にした刀を鞘さやに納めて、神機を解除する。




「さぁ。そろそろ一いつ緒しよに帰るぞ。ルミナス」




　地面に腰こしを下ろしたルミナスに向けて手を伸ばしながらも空太は言った。




「……スィ。了りよう解かいしました。マイマスター」




　空太の手を掴んで、体を起こしたルミナスはその瞬間、二つのことを理解した。
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　この世界には、一いつ切さいの損得を抜ぬきにしても無む償しようの愛を捧ささげるに値するものが存在するということ。

　そして、自分にとっての無償の愛を捧げるべき存在は、目の前の男性であるということである。




（マスターは自分の命を顧みずにワタシのことを守ってくれました。……今度はワタシの番です。これからワタシは……ワタシの全てをマスターに捧げることにします）




　ひんやりとした空気が肌はだに張り付く雨の日の夜。

　空太の掌てのひらの温ぬくもりを感じながらも、ルミナスはそんなことを思うのであった。







第七話　イクイクの誕生







　東京都新宿区には、東アジア全域に勢力を広げる日本が誇ほこる最大の魔術機関――魔術省の本部がある。

　日本を代表するオフィス街の中においても一ひと際きわ背の高い高層ビルの外側には、組織のシンボルである《ケリュケイオン》をモチーフにした彫ちよう刻こくが飾かざられていた。

　翼つばさの飾られた杖つえに二匹の蛇へびが巻き付いたケリュケイオンは、『魔術によりこの国に永遠の繁はん栄えいを約束する』という魔術省の創設理念が込められているものであった。

　ビルの最上階には、魔術省最高官かん房ぼう長ちよう官かん、雪ゆき城しろ斗とう真まの私室がある。

　斗真の部屋は独身男性のものとは思えないほど整然としたものであった。

　ただ一点。

　普ふ通つうの部屋と違ちがうところは、古今東西の様々な種類の爬は虫ちゆう類るいがガラス製のケージの中で飼われているところだろう。

　爬虫類の飼育は斗真の数少ない趣しゆ味みであった。




「１９１９番。それでは仕事の中間報告を聞かせてもらおうか」




　斗真はそう告げながらも指の間に掴んだ冷れい凍とうのピンクマウスを幼よう蛇じやに与える。

　穢けがれのないキャンバスのような純白の鱗うろこを持つ幼蛇は、目の前のピンクマウスを丸呑みにした。

「……スィ。詳しよう細さいは報告書に書いた通りになります。ターゲットは未いまだ能力を使用した痕こん跡せきを見せておりません」

　魔術省に所属する人間の中でも、斗真の私室に入ることが許可されているのは限られた一部の人間に過ぎない。

　１９１９番は斗真からの信しん頼らいを受けている数少ない人物であった。




「ふーん。本当、かな？」




　ところが――。

　報告を受けた斗真は、疑いの眼まな差ざしを目の前の少女に向けていた。

　１９１９番は、何処どこか蛇のような印象を抱いだかせる斗真のこの眼めが苦手だった。

　自分以外の何者も信用していない斗真の異常なまでの猜さい疑ぎ心しんが、瞳ひとみの奥おくに見みえ隠れしているかのようであった。




「キミから受け取っている報告書なんだけどねー。ボクにはどうにもアレが嘘うそ臭くさくてならないんだ」




「……申し訳ありません。何か問題がありましたか？」

「いいや。何も問題がないのが問題なんだよ。皐さつき羽ば空そら太たという男はね。あれでなかなかどうして油断のならないやつなんだよ。そんな男の傍そばで生活しているというのに、こうにも問題が起こらないのは不自然だと思ってね」

「……随ずい分ぶんとターゲットのことを評価しているのですね」

　空太のことを語る斗真の表情は、これまで１９１９番が見たことのないものであった。

　普ふ段だんは他人のことなど虫けらのようにしか扱あつかわない斗真だが、このときは何処か活いき活いきしているように思えた。

「ふふふ。やはりそう見えるかい？　空太くんはね。過去にボクが唯一心を許したことのある旧友の息子むすこさんなんだ。そして手塩にかけて育てたボクの義妹いもうとを誑たぶらかした忌いむべき相手でもある」

「…………」




（……初耳です。マスターのお父さんが、魔術省の最高官房長官と友人関係にあっただなんて）




　斗真の言葉を受けたルミナスは、空太と斗真の意外な繋つながりに驚きながらも自らの感情を押おし殺ころす。

「事情は分かりました。しかし、今一度考え直して頂けないでしょうか。この世界は全てギブ＆テイクで成り立っています。ワタシがマスターに虚きよ偽ぎの報告をしたところで何のメリットがあるというのでしょう」

「…………」

　斗真は暫しばらく何かを考え込むかのように俯うつむいてから顔を上げる。

「ふむ。まあ、それもそうか」

　独り言のように呟いた斗真は、スーツのポケットの中から小型のカプセルを取り出した後。

　１９１９番に向かってそれを投げる。




「今月分のワクチンだ。それでは今後とも監視任務の方をよろしく頼たのむよ」




　斗真からカプセルを受け取った１９１９番は、無表情のまま軽く一礼をする。

　このカプセルの中に入っているのは、ルミナスの命を繋ぎ止とめておくのに必要なワクチンである。

　戦せん闘とう兵器としてこの世に生を受け、体内に数々の魔術基盤コア・メソツドを内蔵しているルミナスは、魔術省が製造するワクチンを摂せつ取しゆしないと生き長らえることができない。

　そして。

　このワクチンは魔術省にとってルミナスの命を繋ぎ止めるだけに留とどまらず、背信行こう為いを防ぐ役割を果たす。

　猜疑心の強い斗真がルミナスのことを信用するのは、ワクチンを介かいして彼女たちの命を握にぎっているからに過ぎない。

　素す早ばやく踵きびすを返すと、１９１９番は斗真の私室から立ち去ろうとする。




「ああ。そうそう。最後に親切で一つだけ忠告しておいてあげよう」




　斗真が何かを思い出したかのように声をあげたのは、１９１９番の気が弛し緩かんしかけた直後であった。

「もしキミに少しでも背信の心があるなら今すぐにでも考えを改めた方がいい。ふふふ。悪い癖くせだとは分かっているんだけどね。こう見えてボクは飼い犬に手を噛かまれると、直すぐにでも絞しめ殺してやりたい気分になる性質なんだよ。こんな感じにね」

　斗真は屈くつ託たくのない柔にゆう和わな笑みを浮かべながらも、ケージの中にいる幼蛇の首を掴つかんで取り出した。

　直後、指に力を込めて先さき程ほどまで餌え付づけをしていた幼蛇を絞しめ上あげる。




「どうして？　という顔をしているね。こいつはついさっき餌えさをやっている最中にボクの指に歯を立てたんだよ。いけない子だ。ボクがこの世で最も忌いみ嫌きらう存在は、ボクに対して反はん抗こうするものだというのにね」




　強い力で首を絞められた幼蛇は、胃液と共に口の中から飲み込んだばかりのマウスを吐はき戻もどす。

　幼蛇はジタバタと暴れながら反抗しようとするが、やがて、グチャリと音を立てて首を潰されることになった。

「……スィ。ご忠告、感謝致いたします」

　１９１９番はそこで、自分が一つ勘かん違ちがいしていたことに気付く。

　斗真が部屋の中の蛇に向けていた感情は、もしかしたら自分がワタアメネコに向けている感情と同じようなものではないか？

　今の今までそんな風に考えていたのだが、それは大きな誤りであった。

　斗真が部屋の中の蛇に向ける感情は、家族に接するような優やさしさでは断じてない。

　もっと別の、不ふ吉きつな邪じや気きを孕はらんだ異質な何かであった。




「ん。それならもう行っていいよ。キミの活かつ躍やくに期待している」




　斗真から許可を得た１９１９番は軽く頭を下げると、その場から逃げるように扉とびらの外側に足を運ぶ。

　彼女の心臓は今にも破は裂れつしそうな勢いで激しく鼓こ動どうを刻んでいた。

（……危ないところでした。なんとか秘密を守り通せたでしょうか）

　仮に虚きよ偽ぎの報告をしたことが発覚することになれば、自分もあのケージの中の蛇と全く同じ運命を辿たどることになるだろう。

　けれども。

　１９１９番はそれでも構わなかった。

　あの、雨の日の夜。

　空太は自らの命を顧みず、自分のことを守ってくれた。

　あの夜の想おもい出では、１９１９番に底知れない勇気を与えるものであった。




（今度はワタシが……命を賭かけてマスターのことを守る番です）




　頭の中に空太の姿を浮かべながらも１９１９番は、そう胸に堅かたく誓ちかうのであった。





×　×　×






　一体どれだけこの場所に身を潜ひそめていれば良いのだろうか。

　埃ほこりと油の臭においが鼻に付く。

　伊い角すみ憐れん子こは、天空都市の工業区画にその身を潜めていた。

　空太との戦いに敗れた憐子は、組織を裏切った経けい緯いから組織の追手から逃げ回る日々を過ごしていた。

　生まれながらにして卓たく越えつした魔術の才能を有していた憐子にとっては、ユベルの雑ぞう兵ひようを返かえり討うちにすることは造ぞう作さもないことである。

　けれども。

　こうも連続で襲しゆう撃げきがあると肉体よりも先に精神が悲鳴を上げそうであった。

　憐子が偶ぐう然ぜん見つけた廃はい工こう場じようは、追手を撒まくのに適した環かん境きようにあった。

　薄うす暗ぐらく、お世辞にも長居をしたいとは思えない環境ではあるが、暫くはここで身を潜めておくことにしよう。

　憐子がそう決意した矢先であった。




「ごきげんよう。伊角憐子さん」




　誰だれもいない工場の中に女性の声が木霊する。

　音のした方に目をやると、見覚えのある顔がそこにいた。

　姫ひめ吊づり逆さか夜よ。

《呪われた子供たちナンバーズ》に所しよ属ぞくし、序列一位の地位に就つく彼女は、組織の内部から畏い怖ふの対象として扱われていた。

　圧倒的な戦闘能力を持ちながらも一切の自制が利かない獣けもの。

　憐子は同どう僚りようである逆夜に対してそんな印象を抱いていた。




「逆夜は驚きました。憐子さんは随分とかくれんぼが得意なのですね。ここを探し当てるのにも随分と時間がかかってしまいましたの」




　天使のように可か憐れんな笑みを浮かべる逆夜であったが、その笑え顔がおは憐子の警けい戒かい心しんを逆に高めた。

　憐子は知っていた。

　この笑顔の薄うす皮かわ一枚を剥はいだ先は悪あく魔まである。

　組織の命令により姫吊逆夜に殺された同どう胞ほうたちは枚まい挙きよに暇いとまがない。

　選せん択たくを誤れば自分も彼かれらと同じ末路を辿ることになるだろう。

　――勝機があるとすれば一いつ瞬しゆん。

　相手が自分のことを格下だと思って気を緩ゆるめている今このタイミングである。

　そう判断した憐子が、スカートの中に隠したホルスターから拳けん銃じゆう型がたの魔道具レガリアを取り出そうとしたそのときであった。




「ふふふ。もしかして貴方あなたが探しているのは、この玩具おもちやですの？」




　憐子が取り出したはずの拳銃は、何故か、逆夜の手に握られていた。

　戦闘時において武器を奪うばわれる、壊されるといったことは過去に憐子も何度か経験したことがあった。

　けれども。

　こんなことが在り得るのだろうか？

　逆夜に指し摘てきされたその瞬間まで、奪われたことを知覚できないだなんて――。

　あまりに唐とう突とつな出来事に対して、憐子は一種の錯さく乱らん状態に陥っていた。




「悪く思わないで下さいね。組織に逆らった人間には死を――。それが逆夜たちの世界のルールですから」




　逆夜は奪った拳銃型の魔道具を地面に放ほうり投なげる。

　そして憐子との距離を一歩、また一歩と縮めて行く。

　憐子は思案する。

　先程のやり取りから察するに、機動力ではこちらが大きく劣おとる。

　ここで背を向けて逃にげたところで、無事に生き延びることのできる可能性は限りなく低いだろう。

　ならば勝算は低くても正面から立ち向かうしか選せん択たく肢しはない。




「このっ！　化け物めっ！」




　覚かく悟ごを決めた憐子が咄とつ嗟さに次の攻こう撃げき手段を打とうと考えた直後であった。

　憐子は、自身の身に起きた異変に気付く。

　思うように体が動かない。

　恐きよう怖ふにより体が麻ま痺ひしたのか？

　と、考えたが、それにしても様子がおかしい。




（体が固まったというより……これはむしろ……）




　まるで自分の周囲だけ時間が止まったかのような感覚であった。

　心臓の鼓動。

　血液の流れ。

　筋肉の収縮。

　そういった人間が活動するために必要な基本的な動作ですら、感じ取ることができなかった。

《空間停止デツドロツク》。

　この不可解な出来事の正体は、逆夜が最も得意とする時空領域ドメインの基本魔術によるものである。

　逆夜は高度な技術により、憐子の『意識』だけを残した状態で彼女の周囲の時間を停止させていたのだった。

　憐子は圧倒的な力を持った悪魔を前にして恐怖していた。

　逃げたくても、逃げることはできない。

　視線を逸そらしたくても、首を動かすことすらできない。

　逆夜は憐子の髪かみの毛けを優しく撫なでる。

　憐子はそれを為なされるがままに受け入れることしかできなかった。




（……嫌いやだ。死にたくない。死にたくない。死にたくない。死にたくない。死にたくない。死にたくない。死にたくない。死にたくない。死にたくない。死にたくない。死にたくない。死にたくない。死にたくない。死にたくない）




　憐子は自らの胸より沸わき上がる『生きたいと願う心』に対して驚きよう愕がくしていた。

　死ぬことなど怖こわくない。

　最愛の妹を亡なくしたその日から憐子は、死に対する恐怖などとっくに乗のり越こえたつもりでいた。

　だがしかし。

　今にして考えてみれば『死を乗り越えた』などというのは、自分の思い上がりであったのだろう。

　逆夜の纏っている狂きよう気きを孕んだ殺気は、憐子の中に眠ねむっていた死に対する恐怖を思い起こさせるほど禍まが々まがしいものであった。




「うふふ。聞きましたよ。憐子さん」




　憐子の首筋に手を回しながらも艶つややかな声こわ音ねで逆夜は囁ささやく。

　逆夜の吐と息いきは憐子の耳の中に入り、彼女の性感帯を刺し激げきする。




「貴方……空太さまとお会いしたのですって」




　あまりに唐突に空太の名前が出たので憐子は一瞬、自分が何を言われているのか分からなかった。

　皐羽空太。

　たしかに自分はあの男と戦った。

　今思えば、あの男さえいなければ計画は全すべて上う手まく行っていたはずであった。

　と、次の瞬間。

　逆夜が取った行動は憐子の度ど肝ぎもを抜くものであった。

　何を思ったのか逆夜は――憐子の眼球をペロペロと執しつ拗ように舐なめ始めたのであった。




（やめっ！　やめろぉぉぉおおおおおおお！）




　それは憐子が未いまだ味わったことのない不快な感覚であった。

　眼球を覆う粘ねん膜まくが逆夜の唾だ液えきと混ざって、ピチャピチャという音を立てている。

　時間を止められた憐子は『瞼まぶたを閉じることが出来ず』に逆夜の舌を受け入れることしか出来なかった。

「ああ。これは申し訳ありません。この両眼が空太さまの勇姿を焼き付けたのだと思うと愛いとおしくて。逆夜は自分を制せい御ぎよできなくなってしまいますの」

　口の周りに付いた唾液をハンカチで拭ぬぐいながらも逆夜は言う。

　その表情は恍こう惚こつとして艶があり、何処どこか発情期の兎うさぎのようでもあった。




「そうだ。憐子さん。逆夜と取引しませんこと？」
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　悪戯いたずら心ごころを起こした子供のような眼差しで逆夜は続ける。




「同じ組織にいたよしみで貴方の命だけは助けます。その代わりに貴方のその両眼を頂きますわ。安心して下さい。空太さまの御お姿すがたを焼き付けたその両眼。逆夜が大切に大切に扱って差し上げますの」




　逆夜の突とつ拍ぴよう子しもない提案を理解するのに憐子は幾いく分ぶんの時間を要した。

　最初は、何もかも冗じよう談だんだと思った。

　組織の命令に逆らうことが何を意味するか？

　同じ組織に所属している逆夜が、そのことを理解していないはずがないだろう。

　だがしかし。

　スカートの中からナイフを取り出した逆夜の表情を見た途と端たん。

　憐子は即そく座ざに己おのれの考えを改める。




（間ま違ちがいない。コイツは本気で言っている……!?）




　けれども、今いま更さらそれを理解したところで結果は何も変わらない。

　空間停止の魔ま術じゆつによって周囲の時間を止められた憐子は、蜘く蛛もの糸に絡からめとられた蝶ちようのように何一つとして抵てい抗こうすることはできはしない。

　逆夜は嬉き々きとした笑えみを浮うかべながらも憐子の眼球をナイフで抉えぐり出だす。

　周囲の時間を止められた憐子に出来ることは、自分の眼球がくり抜かれる様子を黙だまって見つめていることだけであった。




　それから。

　憐子の両眼に光が戻ることはなかった。





×　×　×






　とある日の朝。

　空太が目を覚ますと、パジャマ姿の少女がそこにいた。




「おはようございます。お兄ちゃん」




　飾かざり気けのないシンプルなパジャマを身に着けたルミナスは、空太と目が合うなり挨あい拶さつをする。

「……えーっと。なんだって？」

　空太が尋たずねるとルミナスは珍めずらしく取り乱した様子を見せる。

「や、やはり変だったでしょうか。マスターはワタシのことを『家族のようなもの』と言ってくれました。だからワタシもあの時の戦い以来……マスターのことを『お兄ちゃん』と呼びたくなってしまったのですが」

「…………」

　ルミナスの言葉を受けた空太は戸と惑まどいこそはしたが、満まん更ざらでもない想いであった。

　お兄ちゃん、という呼び方はともかくとして、ようやくルミナスと打ち解けることができたような気がして嬉うれしかったのである。

「いいや。全然変じゃないさ。ルミナス。これからは俺おれのことを『お兄ちゃん』と呼んでくれ」

「スィ。了解しました。お兄ちゃん」

　空太から許可を受けたルミナスが、満面の笑みを零こぼした時である。




「ちょっと待ったぁぁぁ！」




　何処からともなく聞き覚えのある声がした。

　声のした方に目をやると、妹の愛あい海りがヤモリのように部屋の天てん井じように張り付いている最中であった。

「……とうっ」

　愛海はその後、何事もなく綺き麗れいな着地を見せる。

　妹の不気味な行動を目まの当あたりにした空太は、思わず背筋に悪お寒かんを走らせる。




「お兄さま!?　これは一体どういう状じよう況きようですか！　説明をして下さい！」




「……その言葉。そっくりそのまま返しても良いか？　どうしてお前は平然と俺の部屋に入ってきているんだよ？」

　呆あきれた表情でツッコミを入れると愛海は不思議そうに首をかしげる。

「あれ？　言っていませんでしたっけ？　愛海は昨日から、お兄さまの部屋の真上の３０２号室に御お引ひつ越こしをすることになったのですよ」

「いや。聞いてねえよ!?」

「あとはまあ、事前に用意した隠かくし通つう路ろを使えば、お兄さまの部屋に侵しん入にゆうすることなど容易たやすいことです」

「…………」

　妹からの説明を聞いた空太は、こんな思いをするなら最初から何も尋ねなければ良かったと頭を抱かかえる。




「まったく……男だん子し寮りようとは聞いて呆れるわ！」

「今回ばかりはフェリシアさんに同意するわ。これじゃ単なる空太のハーレム寮じゃない」




　騒さわぎを聞きつけたフェリシア＆冬ふゆ華かは溜ため息いきを吐きながらも２０２号室に現れる。

　二人のツッコミが正論過ぎて辛つらかった。

「ところでお兄さま。先程、ルミナスちゃんに御ご自じ身しんのことを『お兄ちゃん』と呼ばせていたようですが……。愛海という妹がありながら酷ひどいんじゃないでしょうか？」

「別に俺がルミナスに何と呼ばせようとお前には関係のない話だろ」




「……なるほど。つまりは実じつ妹まいと義ぎ妹まいは別腹だと。お兄さまはそう言いたいのですね！　流石さすがは、お兄さまです！」




「…………」

　これ以上、何か言ったところで無む駄だだと悟さとった空太は無言のまま押し黙ることにした。

「しかし、ルミナスちゃん！　残念ながら妹キャラは愛海一人で十分なのです！　たしかに私はお兄さまが他の女性とハーレムを作ることに関しては容よう認にんしていますが、そこだけは絶対に譲ゆずれないポイントなんですよ……。ふふふ。神聖不ふ可か侵しんの領域を侵おかした罰ばつを受けてもらいましょうか！」

　愛海は意味深な台詞せりふを吐いた後。

　手をワシワシと動かしながらも接近する。

　己の身に危機感を覚えたルミナスが、咄嗟に後ずさりをした直後であった。




「ごふっ！」




　ワタアメネコは主人に危害を加えようとする愛海の腹に向かって体当たりする。

「クッ！　またお前ですか！　あざとい毛玉めっ！」

　想定外の一いち撃げきを受けた愛海は、自身の腹を押さえながらも言う。

　誰にでも懐なつくワタアメネコであったが、不思議と愛海にだけは普段から敵てき愾がい心しんを剥むき出しにしていた。




「くりゅっ！　くりゅりゅっ！」




　ワタアメネコはフワフワの体毛を逆立てながらも愛海に向かって威い嚇かくをしていた。

「クルクルです」

「……え？」

「その子の名前は『あざとい毛玉』ではありません。クルクルです」

　そこで空太は、ルミナスに対してワタアメネコの名前を考えておくように言っていたことを思い出す。

「もしかしてその名前……。ルミナスが自分で付けたのか？」

「はい。この子は時々、『クルクル』と鳴いているように聞こえたので。……もしかして何処か変だったでしょうか？」

「いいや。普通に良い名前だと思うぞ。そうか。お前の名前は、クルクルって言うのか。良かったな。いい名前を付けてもらえて」

　空太はワタアメネコ、改めクルクルの頭を撫でる。

　と。

　１９１９番は俯き気味に視線を伏ふせながらも照てれ臭くささそうな仕し草ぐさで。




「その……。名前とは家族の人に付けてもらうものだと聞きました。お兄ちゃん。もしよければワタシに名前を付けて頂けませんか？」




　ルミナスの提案は空太にとって願ってもないことであった。

　五千体以上のクローンの全てを一ひと纏まとめにして同じ名前で呼んでいては、何かと紛まぎらわしいと考えていたからだ。




「ん～～～。名前か。そうだなぁ……。１９１９番に因ちなんでイクイクなんていうのはどうかな？」




　その言葉は空太にとって半分は冗談のつもりであった。

　クルクルという名前を聞いて咄嗟に閃ひらめいたアイデアなのだが、イクイクという名前は人間の女の子に付けるにしては、些いささか不自然な部分がある。

　どちらかというとニックネームに近い語感だと考えていたからだ。

「イクイク、ですか。素す敵てきな名前を付けて頂きありがとうございます」

　けれども、空太の予想に反してルミナスの口くち振ぶりは満足気なものであった。

「……えーっと。自分で言うのもなんだけど、本当にそんな名前で良かったのか？　結構、思い付きで考えたやつなんだけど」




「スィ。お兄ちゃんが付けてくれた名前ならワタシは何でも嬉しいです」




　ルミナス、改めイクイクは満面の笑みを浮かべて答える。

　彼かの女じよの表情は梅つ雨ゆ明あけの空のように晴れやかなものであった。
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エピローグ　転移の刺し客かく







　それから数日後。

　演えん武ぶ学園の最上階に位置する《学長室》には二人の中年女性がいた。

　一人は天空都市オクタヴィアの設立者であり、演武学園における学園長としての肩かた書がきを持つ篠しの崎ざき由ゆ良ら。

　魔術省から《不老のクローズド魔女・ウイツチ》の異名を授さずかっている彼女は、今年で三十八歳さいになるレッキとした中年女性なのだが、その外見は通り名に違たがわず十代の少女と何ら変わらない瑞みず々みずしさを保っていた。




「聞いたぞ。由良よ。つい先日、またしてもユベル絡がらみの事件が起きたようだな」




　もう一人、メガネをかけたスタイルの良い女性の名前は小お浜はま萌もゆ美みといった。

　空装騎き士しを目指す生徒たちの中で萌美の名を知らない者はいないだろう。

　若くして魔術省直ちよつ轄かつの騎士部隊《碧へき落らくの蒼そう刃じん》に入団した萌美は、最年少で騎き士し団だん長ちようの地位にまで上のぼり詰つめていた。

　由良と萌美。

　彼女たちは世界魔術ワールド・決闘舞台オリンピアにおいて無敗の成績を上げて、日本の魔術界の頂点に君臨している人物であった。

「まあ、わたしとしては想定の範はん囲い内ないのことだったのだけどね。むしろ彼の能力について知る絶好の機会を与あたえてもらえて感謝したいくらいよ」

「はぁ……。貴様の言っていることが昔からよく分からん。すまいないが、私に分かるように説明してもらえるか」

　学生時代から自じ由ゆう奔ほん放ぽうな性格であった由良とは対照的に、萌美はどちらかというと神経質で生き真ま面じ目めな性格をしていた。

　どうして自分みたいな人間が由良と付き合っていけるのか？

　それは萌美自身が疑問に思っていることであった。

「……萌ちゃん。怒おこっている？」

「私を下の名前で呼ぶんじゃない！」

「えー。高校のときまでは普ふ通つうに呼んでいたじゃない」

「由良よ。貴様とは違って普通の人間は歳を取るのだ。人は何い時つまでも若くはいられないのだよ」

　萌美の言葉の中には、少なからず老いという悩なやみから解放された由良に対する嫉しつ妬との色が含ふくまれていた。

　もっとも不老という性質が、決して人を幸せにするものではないことは萌美も理解していることであった。

「……分かったわ。オバちゃん」

「ん。今なんと……？」

「小浜だからオバちゃん！　今日からは貴方の呼び方を変えることにするわ」

「……まさか自分より年上の女性から、オバちゃん呼ばわりされる日がくるとは思わなかったよ」

　騎士としての鍛たん錬れんにより体を鍛きたえている萌美は、同年代の女性に比べて若く見られる方であった。

　けれども。

　中学時代から成長していない由良と比べると、否いやが応でも自分の中に老いを感じてしまう。




「ところでオバちゃん。頼たのんでいた転校生の件なんだけど……」




　話が妙みような方向に逸れ始めたので由良は本題を切り出すことにした。

「ああ。そのことなら恐こわいくらいにスムーズに進めることができたよ。おそらく先方もテイの良い厄やつ介かい払ばらいの口実が出来たと喜んでいるのだろうな」

「あはは。噂うわさに違わない問題児なのね」

　首しゆ尾びよく計画が進んだことを知った由良は、上じよう機き嫌げんな笑みを浮かべる。

「それで転移領域ドメインの七星騎士――ユーナ・バイルシュタイン。彼女は一体どんな娘こなのかしら？」

「……由良よ。友人として忠告をしておくが、ユーナを手元において戦力の補強に充あてようと考えているのなら見込み違いも甚はなはだしいぞ。たしかに彼女の戦せん闘とう能力は全盛期のお前を彷ほう彿ふつとさせるほどの桁けた違ちがいのものだ。けれども、彼女は誰に対しても決して心を許そうとしない。曰いわくつきの問題児だからな」

　転移領域の七星騎士――ユーナ・バイルシュタインは学生という身分でありながらも特例で戦場に単独派は遣けんされることが許された唯ゆい一いつの存在である。

　その類たぐいまれな戦闘能力から、ユーナは七星騎士の中でも『最強』という評価を受けているのだが――。

　その攻こう撃げき的てきな性格により魔術省からは、腫はれ物ものを扱あつかうかのような待たい遇ぐうを受けていた。

「ユーナは貴様には扱えない。痛い目に遭あいたくなければ彼女を手て懐なずけようとは考えないことだ」

「ご忠告ありがとう。けれども、大だい丈じよう夫ぶよ。扱うのはわたしではないから」

　先日のユベル襲撃事件によって皐さつき羽ば空そら太たは、神聖剣アークブレイドに雷かみなり領域の力を加えることに成功した。

　これにより空太の神聖剣には炎ほのお・水・雷という三種類の力が集まっていることになる。

　神聖剣に七種類の力が集まったとき何が起きるのか？

　由良にとってそれは、空太の能力を知ったときから感じている疑問であった。




（此こ処こまで来ると偶然という言葉では片づけられない。彼の能力はやはり……七星騎士を総すべるために存在しているのでしょう）




　まるで誰もが見聞きしたことのない新たなる神話の幕開けを前にしているかのような――そんな、常じよう軌きを逸いつした事態を前にした由良は自らの内より滲にじみ出る笑みを零さずにはいられなかった。




「……鉄てつ心しん。もしかして貴方は……空太くんの能力を見み抜ぬいた上で彼を育てることを決めたのかしら？」




　由良は自身の幼おさな馴な染じみであるその男について想いを馳はせながら、誰に向けるでもなく呟つぶやくのであった。







あとがき







　柑橘ゆすらです。

　そんな感じでソード＆ウィザーズの３巻でした。




　突然ですが、私は人気ライトノベル作家になりたいです！

　自分の本を沢山売ってウハウハの印税生活を送りたいです。

　そこで、どうやったら自分の作品を人気作に出来るのだろう？

　という疑問について色々と考えていたのですが……この巻で私は一つの結論に辿り着きました。




　ズバリそれは……マスコットキャラクターを作ることです！




　やはり巷で言うところの人気作品ってこう……良い感じのマスコットキャラがいる場合が多いと思うのですよ。

　マスコットキャラの人気が、その作品の人気を左右すると言っても過言ではありません。

　……そんな作者の下心満載で生み出されたキャラクターが、今巻で登場するワタアメネコになっています。

　ちなみにワタアメネコは、作中の設定でも人間のエゴによって生み出されている悲しい境遇を背負った生物になっています。

　ふふふ。

　何時かワタアメネコ関連のグッズが生産された日には、原宿とか渋谷を歩いている女子高生たちにバカ受けしてしまうんだろうなぁ。

　色々と夢が広がります。

　

　それでは。

　次巻で再び皆様とお会いできることを願いつつ――。





柑橘ゆすら
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